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第 60 号

副会長　　稲垣　　裕

全日本 大 学 女子 駅伝 大 会  名城 大 学７連 覇

令和５年度の下半期を振り返って

　7 年連続 8 回目の優勝を成し遂げた名城大学（歴代最多

優勝は立命館大学の 10 回）。今大会から競技場スタート＆

フィニッシュに変更した新コースでの争いは、レース序盤

は、立命館と先頭を争う展開。3 区中盤からは 2 位と徐々

に差を広げた。全 5 区間中、総合 3 位の立命館が 3 区間

で区間賞、名城は 2 区間で区間賞と圧勝とは言えないレー

ス展開であったが、前回大会のメンバー 2 名を欠いても勝

負できる選手層の厚さと、米田勝朗監督の適確な采配が連

覇につながったとうかがえる。

 東海学連ヘッドコーチ　黒須　雅弘

　新型コロナウィルス感染症の影響による事業の自粛から開放され、競技会が 4 月に始まり大きなトラブ

ルもなく順調に計画を推進してきました。これも日頃、愛知陸協の大会運営を支えていただいている審判

員の皆様方のお陰とご協力に、改めて感謝申し上げます。

　さて、今年度は愛知陸協の役員改選の年であり、6 期 11 年にわたりご尽力いただいた稲垣隆司前会長から梅村清英新会長に引

き継がれ新しく就任されました。

　稲垣前会長にはウィメンズマラソンをはじめ、その他のロードレース、駅伝の運営、県内公認陸上競技場の検定、施設・設備・

備品の拡充、充実、選手強化等に並々ならぬお力添えをいただき、協会の発展に寄与していただきました。

　新会長は前会長同様、スポーツ界の見識が深く、現在は大学で総長、理事長、学長の要職を歴任され、脈々と連なる若人の夢

を実現する機会を創造されています。

　また、専務理事は長年、審判委員長、競技委員長を務めた榊原 茂氏が就任いたしました。

　2026 年のアジア大会成功に向け梅村新体制のもと、新装瑞穂陸上競技場での愛知県選手団の活躍を期待し、全国 4 位という 2

万人を超える規模の登録会員である皆様と協会が一丸となり、陸上競技の各種事業に取り組んでまいります。

　それでは今シーズンの前半戦の主な競技会における本県選手の活躍を一部紹介します。

　その代表的な大会が8月開かれた世界陸上選手権ブダペスト大会であります。男子20kmWで3連覇に挑戦した山西利和選手（愛

知製鋼）でしたが、健闘空しく 24 位に終わりました。この雪辱は来年のパリオリンピックに期待したいと思います。

　次に 9 月～ 10 月にかけて中国・杭州でアジア大会が開かれ、田澤 廉選手（トヨタ自動車）が 10000m で 4 位入賞を果たしました。

同選手は 7 月のタイ・バンコクのアジア陸上選手権においても同種目で堂々の金メダルに輝いております。

　次に国内の競技会を見てみます。6 月大阪・長居での日本選手権でトーエネックの河村一輝選手が 1500m で見事優勝。同選手

は同種目でアジア大会・アジア陸上選手権にも日本代表で出場し活躍しました。

　8 月に札幌・厚別で「翔び立て若き翼」北海道インターハイが開かれ、若者の満ち溢れた躍動が見られました。優勝者は、

400mH の下田隼人選手（豊川高）、女子 100mH と七種競技の 2 種目で 2 年連続 2 冠達成の林 美希選手（中京大中京高）の二人

が高校日本一に上り詰めました。努力が実った瞬間であり心より祝福したいと思います。

　同じく 8 月に愛媛で全日本中学選手権があり、女子 200m で布施一葉選手（豊橋高豊中学）が見事念願の優勝を飾りました。

　9 月には横浜・日産スタジアムで全国小学生陸上があり、5 年女子 100m で内藤琴美選手（キムランニング）が感動の優勝を

果たしました。

　今年も愛知陸協では有望な若い選手の成長が著しく、今後の活躍を大いに期待したいと思います。シーズンの後半は、ウィメ

ンズマラソンを筆頭にロードレース、駅伝が中心になります。

　選手の皆さんが活躍できる環境に配慮し、参加者や応援する県民・市民が一体となって、スポーツを楽しむ事業に成長するよ

う普及・振興に協会あげて努めてまいります。
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競技委員会
2026 年問題

　今年も県陸協主催のトラック＆フィールドの大会も終了

しました。多くの方のご協力により、大会運営が滞りなく

行えたことに感謝申し上げます。新型コロナウイルスの感

染法上の位置づけが５類に引き下げられ、これ以降の競技

会の運営は、徐々に流行以前の形に戻りつつあります。こ

れからも基本的な感染予防対策をとりながら、安全で円滑

な競技運営を心がけていきたいと思っています。

　瑞穂スタジアムはアジア大会に向けての建て替え工事の

ため、2026 年の春まで使用できません。このため県陸協

主催の多くの競技会をパロマ瑞穂北競技場で開催していま

す。過去の瑞穂スタジアムでは、2018 年に第 100 回日本

選手権、毎年 10 月に U20・U18 日本選手権など全国規模

の大会が開催されていましたが、2019 年 10 月の東海高校

新人大会を最後に瑞穂スタジアムで開催される東海ブロッ

ク以上の大会は無くなっています。

　瑞穂北競技場では、施設や用具などの関係で、瑞穂スタ

ジアムがあった時のような競技会運営は難しい状況とな

り、簡略化されている場面も多くなっています。2026 年

に瑞穂スタジアムが完成すると、以前のように東海レベル

や全国レベルの大会が瑞穂で行われることが予想されま

す。2026 年からの大規模競技会の運営に備えることが必

要です。

　現在の施設などの状況では準備できることは限られてい

ます。できることは県陸協が主催する大会で、大規模大会

を意識できる大会運営を行うことかと思われます。具体的

には電子機器の積極的活用、アナウンスとの連携、表彰と

競技進行との調整、ディレクター方式の競技会進行などで

す。これらを行うことで運営や機器の問題点を確認し、改

善することができ、2026 年からの大規模大会の運営に役

立つものと思われます。これを行うため、競技委員会では、

時間プログラムや競技注意事項の見直しを行う必要があり

ます。また審判編成や情報機器の問題もあり、他の委員会

や多くの部署との連携と調整もより大切となります。

　みなさんから多くのご意見やアイデアをいただきながら

2026 年問題に備えていきたいと思います。今後の競技会

運営へのご協力をよろしくお願いいたします。

 （安田　純久）

施設・用器具委員会
2023・2024 年度　施設・用器具委員会

　前号でご紹介できませんでした当委員会の委員を、以下

に記します。委員共々よろしくお願いします。

（［　］は担当競技場）

委 員 長 JAAF 検定員・AIMS 国内 C 級自転車計測員
　平川　貴之

副委員長 JAAF 技術役員・AIMS 国内 C 級自転車計測員
　南　康次郎［瑞穂］
JAAF 技術役員
　村瀬　義彦［豊田］
　中村　昭広［豊橋］　　松井　祐二［一宮］

委　　員 　佐野　幸浩［蒲郡］　　小島　成稔［豊川］
　樋口　満蔵［安城］　　小野尾一乗［刈谷］
　櫻井　一美［岡崎］　　鈴木　康雄［知多］
　八田　定丸［半田］　　柴田　卓也［春日井］
　青木　　実　　 砂子間英明　　 吉越　　明
　浅井　正久　 　秦　　聖喜　　 世古　幸弥

AIMS 国際 B 級自転車計測員
　桑原　義貴

 （平川　貴之）

審判委員会

　2023 年度のシーズンも後半に差し掛かっています。こ

れまでの審判活動へのご協力に対し深く感謝申し上げま

す。今年度の後期の審判意向調査から、従来の往復はがき

による回答の回収からグーグルフォームを利用した回答の

回収へと転換しました。おかげをもちまして、多数の審判

員の皆様の御協力により何とかスムーズに集約作業ができ

ました。今後もインターネットを利用した方法で調査をす

すめますので、ご理解とご協力をお願いします。往復はが

きを利用した方法も引き続き継続しますが、インターネッ

ト利用にできる限りご協力ください。

　さて、審判資格昇格者の審査の時期が近づいてまいりま

した。昇格基準に達した方は各地区審判委員長へご連絡願

います。参考のために昇格基準を下に示します。

〇日本陸連 S 級昇格基準

種別 / 条件 年　　　齢 経　　過 経　　験

S 級 満55歳以上
1969年
（S44）
4月1日まで
の出生者

A級取得後
10年以上
（2014年4月
1日以前にA
級昇格の者）

１．陸連主催・共催等の
全国的大会に数多く
出席した者

２．特に審判技術に優
れ、経験豊かな者

３．陸連・陸協に長年貢
献した者

注意事項

１）審判講習会出席回数の条件は、年 1 回の出席を原則と

する。ただし、少なくとも直近 6 年間（同一年度は 1

回としてカウント）で 3 回以上出席があれば認める場

合もある。

２）競技会の出席回数は、各都道府県から申請のある競技

会日程に載っている競技会（公認競技会）を基本にカ

ウントする。記載は年度毎（４/ １～翌年３/31）の

出席回数とする。同一日に複数競技会に出席しても出

席回数は 1 回とする。また直近 6 年間で 30 回以上の

競技会出席があること。

※障がい者競技会および小学生競技会も競技会出席回数の

カウントに含めてよい。

※ 2020 年度は新型コロナウイルス感染症の影響で、通常

の講習会が行われず、競技会実施数も激減しました。そ

のことを考慮し、講習会・競技会の出席回数を直近 6 年

間でカウントすることとします。（2026 年度までの措置）

　上記の S 級昇格に関する日本陸連の基準を受けて、愛

知陸協として独自の基準を設けています。S 級に関しては

陸連の審査があり、基準に達していなければ当然認められ

ません。愛知陸協から推薦した方々は絶対に認められるこ
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とを目指して陸連の基準よりやや厳しい基準となっていま

す。また、A 級・B 級に関しては都道府県陸協に判断が委

ねられています。

　次に、愛知陸協の審判資格昇格の基準を示します。

〇愛知陸協 S 級・A 級・B 級昇格のための推薦基準

種別 経験年数 最低年齢 出席日数等の基準

S 級 A 級取得後
10 年以上

満 55 歳以上 〇 A 級取得後　200 日以上
＊最近 5 年間の出席日数が毎年

10 日以上
＊最近 5 年間で全国大会に 3 日
以上

＊最近 5 年間で県大会以上の経
験が 20 日以上

＊審判伝達講習会の受講を最近
5 年間に 3 回以上

A 級 B 級取得後
10 年以上

満 28 歳以上 〇 B 級取得後
＊最近 5 年間の出席日数が毎年

10 日以上
＊最近 5 年間で県大会以上の経
験が 10 日以上

＊審判伝達講習会の受講を最近
5 年間に 3 回以上

B 級 実技実習
5 回以上

満 18 歳以上 B 級取得審判講習会を受講して
テストに合格した者

注意事項

１）最近 5 年間を 6 年間に読み替えることもある。

　今年度の愛知陸協における審査は 12 月上旬に予定して

います。申請を希望される方は早めに各地区審判委員長ま

でお声掛けください。なお、出席日数等の審査には審判手

帳の記録が利用されます。近年はコロナの影響により出席

記録をシール式で行っていました。手帳への貼り付けと活

動部署の記入を確実にしておいてください。

　それでは、今後も愛知県市町村駅伝、読売犬山ハーフマ

ラソン、名古屋ウィメンズマラソン、穂の国豊橋ハーフマ

ラソンなど主要大会が続きますので、引き続きご協力をお

願いいたします。　　　　　　　　　　　

 （伊藤　明久）

選手強化委員会
特別国民体育大会（燃ゆる感動かごしま国体）報告

　平素より、陸上競技発展のためにご理解とご協力を賜り

厚く感謝申し上げます。さらにこの度の「特別国民体育大

会（燃ゆる感動かごしま国体）」愛知県陸上競技選手団の

派遣につきまして、格別のご配慮をいただきました各所属

の学校・会社・チーム関係者のみなさまに感謝申し上げま

す。

　鹿児島県での国体は本来であれば 2020 年に開催を予定

していましたが、新型コロナウイルス感染症の影響を受け

延期されました。本来であれば『国民スポーツ大会』と名

称変更をされる年度でありましたが、特別国民体育大会と

いうかたちで鹿児島の地で開催されました。コロナ禍を乗

り越えた象徴的な大会であり、大会開催に向けた関係者の

ご尽力に選手団一同、感謝いたしました。

　愛知県陸上競技選手団は 31 種目にエントリーし、19 種

目において入賞をすることができました。選手は『チーム

愛知』の存在感を十分に発揮してくれました。その中で

も大会 4 日目に行われた少年女子A 100mH に出場した 林 

美希選手（中京大中京高）は、8 月に行われた全国高校総

体の優勝者としての貫禄と安定感で鹿児島の地でも優勝を

果たし、昨年度から続く全国大会での連続優勝記録をまた

一つ伸ばしました。

　林選手以外にも連日多くの入賞者を出すことができまし

た。大会初日は、全国大会に入賞している実績のある選手

と全国大会に初めて出場する選手が互いを刺激しあい、多

くの選手が結果を出してくれました。成年男子 3000mSC

では日本選手権入賞者の新家裕太郎選手（愛三工業）が第

2 位、同じく日本選手権入賞者の藏重みう選手（甲南大）

は成年女子 100m に出場し第 3 位、全国高校総体入賞者の

少年男子A 棒高跳の谷口海斗選手（中京大中京高） は第 3

位、少年女子B 100m では全国中学総体で入賞した佐藤那

有選手（田原東部中）は第 4 位と全国大会入賞者としての

実力を遺憾なく発揮してくれました。齋藤悠羽選手（豊

橋南高）が少年男子B 走幅跳で第 5 位、磯部友里亜選手

（愛知淑徳高）が少年女子B 円盤投で第 7 位と、ともに全

国大会初出場でしたが全国大会で初入賞を果たしました。

チームとしてはこれ以上ないスタートを切り、今までにな

い盛り上がった雰囲気の中、２日目を迎えることとなりま

した。

　大会２日目も少年男子A 300m に出場した向井悠汰選手

（中京大中京高）は予選、決勝と自己記録を伸ばし第 4 位、

少年男子A 走幅跳では平林駿登選手（安城東高）が第 6 位、

小野真大選手（名古屋大谷高）も少年男子B 100m に出場

し第 5 位に入りました。少年女子A 砲丸投に出場し第 6

位となった山田真央選手（安城学園高）は高校入学後幾度

となく全国大会入賞まであと一歩のところで悔し涙を流し

てきましたが、最後の大会で入賞を果たし、3 年間の努力

が最後に実を結ぶこととなりました。

　大会３日目は、成年男子 300m では 吉津拓歩選手（ジー

ケーライン）が第 6 位、成年女子 300m では 吉田紗弓選

手（クレイン）が第 8 位に入賞し、成年選手の多くの全国

大会出場の経験と意地を見せてくれました。この日は少年

男子走高跳に出場した加古彩人選手（中京大中京高）も第

4 位に入賞し、昨年の国体での悔しさを鹿児島の地で見事

に晴らしてくれました。

　大会４日目も、全国大会入賞経験を持つ高校生が、３日

目までの勢いそのままの活躍してくれました。少年女子A  

800m に出場した森 千莉選手（豊田大谷高）は第 3 位入賞、

少年女子A 300mH に出場した片山心菜選手（中京大中京

高）は予選で愛知県高校新記録を樹立して決勝に進み、決

勝でも積極的にレースを運び、第 3 位に入賞しました。少

年男子A 300mH に出場した 下田隼人選手（豊川高）も粘

りのレースで自己新記録を出して第 7 位に入賞しました。

また少年女子共通走高跳に出場した今浦彩葉選手（中京大

中京高）は、高校 1 年生ながら堂々とした試技の連続で第

7 位に入賞しました。

　大会最終日は、予選、準決勝と危なげなく決勝にコマを

進めてきた成年少年女子共通 4 × 100mR（1 走佐藤那有

選手・2 走藏重みう選手・3 走岡田 翠選手（中京大中京高）・

4 走吉田紗弓選手）が決勝でも粘りの走りで第 2 位となり、

チーム愛知のチームワークと底力を見せてくれました。

　陸上競技全体の総合成績では、天皇杯（男女総合）が第

6 位（91.75 点）、皇后杯（女子総合）も第 6 位（53.75 点）

でした。天皇杯、皇后杯がともに入賞したことは近年にな

い結果でした。これらは選手一人ひとりが愛知県の代表で

あるという自覚を持ち、その力を発揮してくれた成果でし
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た。点数は入賞によって加算されるものですが、入賞でき

なかった選手もスタンドで声を枯らして応援し、献身的に

出場選手をサポートするなど、全員のチームワークがこの

結果につながりました。そして、愛知県の陸上競技を応援

してくださる方々のおかげとも言える両総合での入賞でし

た。今年度愛知県の代表として国民体育大会に出場した選

手の思いは、来年度以降も引き継がれていくことでしょう。

　最後になりますが、今後も本県の陸上競技の競技力向上

と普及・発展を目標に強化活動を推し進めていきたいと考

えております。ご支援・ご協力を賜りますよう重ねてお願

い申し上げます。

愛知県選手団
 （明星　光信）

記録情報委員会
トラックシーズンを終えて

　第 37 回愛知県小学生陸上競技選手権大会【11 月 3 日

（金・祝）】を終え、2023 年度のトラックシーズンは一段

落しました。2020 年から世界はもちろん日本でも大流行

したコロナウイルスによって制限のある競技会が行われて

いたが、本年度から競技会を重ねるごとに緩和していま

す。

　さて、競技運営も 3 年前の姿を取り戻しているなか、

様々な問題点に気付かされています。中学校の部活動縮小

によりクラブチームが増加しており、また、個人でエント

リーする方も増加傾向にあり、記録情報委員会として困っ

ていることがあります。それは、申込みの際、所属名の略

称が間違っている人が多く、こちらで修正することがあり

ます。略称について下記の例をご覧いただき 2024 年度は

お間違えの無いようにお願いします。また、2023 年度で

所属の間違いで、多いものをご紹介します。

　正式名称・略称の間違いは選手の記録管理に大きく影響

を受けることになります。正確な競技運営・記録申請のた

めにご協力をお願いします。

 

 

 
 

選手強化部部長 明星 光信 

 

 

特別国民体育大会　愛知県選手団競技成績一覧表
男女総合（天皇杯）　　　 6　　位 91.75 点 女子総合（皇后杯）　 6　　位 53.75 点

記録 着 記録 着 記録 順位

１００ｍ 山田　佑輔 小島プレス 10.35(+2.1) 3 10.45(+1.6) 7

３００ｍ 吉津　拓歩 ジーケーライン 32.88 1 33.05 6 3 予選で自己新記録

４００ｍH 小田　将矢 豊田自動織機 50.97 5

３０００ｍSC 新家　裕太郎 愛三工業 8:35.51 2 7

やり投 坂本　達哉 T-LABO 69m43 11

１００ｍ 藏重　みう 甲南大 11.79(+1.4) 2 11.74(+1.9) 3 11.71(+1.8) 3 6

３００ｍ 吉田　紗弓 クレイン 38.12 3 38.83 8 1

棒高跳 所　杏子 ラフィネ 3m70 10

３００ｍ 向井　悠汰 中京大中京高 33.56 1 33.33 4 5 予選、決勝ともに自己新記録

３００ｍH 下田　隼人 豊川高 37.44 1 36.34 7 2 決勝で自己新記録

棒高跳 谷口　海斗 中京大中京高 4m80 3 5 ３名が３位のため得点は５点

走幅跳 平林　駿登 安城東高 7m24(+1.1) 6 3

ハンマー投 市原　想太 愛西工科高 54m84 10

１００ｍ 小野　真大 名古屋大谷高 10.75(-0.5) 1 10.72(+0.7) 3 10.74(+1.4) 5 4 準決勝自己新記録

３０００ｍ 鈴木　太智 中京大中京高 8:37.51 7 8:33.75 14 予選決勝ともに自己新記録

走幅跳 齋藤　悠羽 豊橋南高 6m98(+1.5) 5 4 決勝で自己新記録

８００ｍ 宮下　颯汰 中京大中京高 2:04.56 6

走高跳 加古　彩人 中京大中京高 2m03 4 5

１００ｍ 岡田　翠 中京大中京高 11.96(+1.4) 2 11.89(+1.0) 4

３００ｍ 平野　里歩 中京大中京高 39.87 2

８００ｍ 森　千莉 豊田大谷高 2:08.80 4 2:07.46 3 6

１００ｍH 林　美希 中京大中京高 13.39(+2.3) 1 13.36(+2.7) 1 8

３００ｍH 片山　心菜 中京大中京高 42.37 1 42.64 3 6 予選は県高校記録、自己新記録

砲丸投 山田　真央 安城学園高 12m73 6 3

１００ｍ 佐藤　那有 田原東部中 12.05(+1.6) 1 12.00(+0.3) 1 12.05(+1.7) 5 4

円盤投 磯部　友里亜 愛知淑徳高 35m56 7 2

走高跳 今浦　彩葉 中京大中京高 1m65 7 0.75 ７位が４名のため得点は0.75

走幅跳 酒井　菜胡 安城学園高 5m60(+2.9) 20

小野　真大 名古屋大谷高

山田　佑輔 小島プレス

向井　悠汰 中京大中京高

伊藤　弘大 ライオンハート

佐藤　那有 田原東部中

藏重　みう 甲南大

岡田　翠 中京大中京高

吉田　紗弓 クレイン

下田　隼人 豊川高

平野　里歩 中京大中京高

森　千莉 豊田大谷高

吉津　拓歩 ジーケーライン

成年少年男女混合 ４×４００ｍR 3:27.18 2

40.50

準決 決勝
得点

４×１００ｍR

備考

4 40.71 5

1 45.51 2 7

種目 氏名 所属
予選

種別

45.65 1 45.46４×１００ｍR

成年少年男子共通

成年少年女子共通

少年女子B

少年女子共通

成年男子

成年女子

少年男子Ａ

少年男子Ｂ

少年男子共通

少年女子Ａ

特別国民体育大会　愛知県選手団競技成績一覧表
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例　【正式名】愛知陸上競技協会　⇒　【略称】愛知陸協

　　　※個人登録の方は必ず愛知陸協になります。

　　　　　　○○大学　⇒　○○大

　　　　　　△△高等学校　⇒　△△高

　　　　　　□□中学校　⇒　□□中

間違いの所属名略称

　　愛知陸連【愛知陸協は連盟ではない】

　　アイチリクキョウ【愛知陸協はカタカナ表記ではない】

　　南中・中部中【地域で読んでいる呼び方】

　　谷口　直土【個人名になっている】

（谷口　直土）

年誌資料・広報委員会
「愛知陸協広報」61 号編集計画

号　数 発行月日 編　集　内　容

「愛知陸協
広報」
61号

令和6年
3月31日

・専務理事のことば
・専門委員会報告
・4 地区の活動報告
・関係団体の活動報告
・競技会報告 ( 県小学生、東海高校新人、
県中学新人、県中学駅伝、全国中学駅
伝、県高校駅伝、東海高校駅伝、全国
高校駅伝、東海学生駅伝、市町村対抗
駅伝、全国実業団駅伝、都道府県対抗
駅伝、名古屋ウィメンズマラソン等 )

・理事会等会議報告

     （赤尾　和雄）

各 地 区 報 告

名古屋地区陸上競技協会
トラックシーズンを終えて

　瑞穂北競技場の施設改修工事が今年 3 月に完了。老朽化

したトイレなどとトラック走路の一部張替工事でした。中

でも大きく改修されたのは、直線走路の逆走での競技会開

催が可能となったことです。当然、ゴール付近の走路延長

張替や写真判定装置の切り替え、カメラ設置の調整など、

シーズンスタート後も逆走での競技会開催に慎重に対応し

てまいりました。ご承知のように北陸上競技場の夏は南風

の吹く確率が高く、競技場周りもフェンスのみで風の影響

も受けやすい構造から、上位大会への参加標準記録突破に

は選手泣かせの競技場でした。

　しかし、今回の改修により選手にとって好条件で高いパ

フォーマンスが発揮できる会場となったことは関係者とし

て嬉しく思っています。

　一例を挙げますと、9 月末に開催しました地区選手権男

子 100m は A.B 決勝を行い、予選は 16 名に絞りました結

果、10 秒 97 で走っても決勝ラウンドに駒を進められない

厳しい戦いとなりました。更に、10 秒 51（+0.9）と 10 秒

53（+1.0）と二人が大会記録の更新。決勝では 10 秒 32

（+2.5）まで記録を伸ばしてくれましたが追い風参考とな

り残念でありました。選手にとっては大変有意義な地区選

手権大会となりました。なお、当日は U16 リレーフェス

ティバル出場の中学愛知選抜チームも調整練習として参

戦。男子 400mR は 41 秒 66 の県中学記録更新でした。次

年度以降も好条件で競技会が開催できるよう地区陸協も努

めてまいります。

　一方で選手強化と普及は地区陸上競技協会と名古屋市陸

上競技協会の果たす役目と考え、今年も小学生と中学生を

対象とした「ふれあい陸上教室」を 5 回開催しています。

これまでもこの教室から全国で活躍する選手を多く輩出し

ています。

ふれあい教室練習風景

　もう一つ、今年新しい行事がスタートしています。全国

障害者スポーツ大会名古屋市選手団強化練習会にコーチ派

遣と協力です。名古屋市福祉法人・名古屋市総合リハビリ

テーション事業団のスポーツ振興部から、これまでも練習

会を行ってきましたが、より専門的な技術指導を望む声が

選手側からあると年度当初相談がありました。それを受

け、全国大会に出場選手決定後 3 回にわたり、走・跳・投

の指導者数名を派遣しました。高校生も練習パートナーと

して協力してくれた回もありました。指導者は特別支援学

校などで陸上指導の経験のある方にお願いしたところ、市

の担当者は内容を動画映像に残し、役員で共有し次回に向

け準備をするという大変有意義な練習会となりました。更

に、参加協力した高校生にも陸上競技に対する考えと思い

が、これまでと異なる形で芽生えた機会となりました。10

月 28 日～ 30 日に特別国体と同じ場所（鹿児島）で開催さ

れる「特別全国障害者スポーツ大会」に、名古屋市代表選

手として出場される皆さんのご活躍をお祈りします。

 （水野　　久）

尾張陸上競技協会

　今年度のトラックシーズンは、暴風雨等の影響もなく無

事終わることができました。コロナ禍が過ぎ、有観客での

開催は、競技者と観客が一体となる盛り上がる競技会が続

きました。そんな中、若い世代の競技者が力を発揮してく

れました。全国高校総体では、市原想太選手（愛西工科高）

が男子ハンマー投で 6 位入賞、U18 陸上競技大会では、白

木康介選手（修文学院高）が男子ハンマー投で 3 位入賞、

水野颯也選手（津島東高）が男子 800m で 6 位入賞と健闘

してくれました。

　全日本中学陸上競技選手権大会では、男子 200m で逵村

竜斗選手（永和中）が 7 位、女子 100mで高崎生愛選手（治

郎丸中）が 8 位入賞を果たしました。尾張選手権では、好

天に恵まれ尾張新 1、大会新 4 が誕生しました。走幅跳で

尾張新・大会新で優勝した梅谷太紀選手（中京大）と

200m・400m で優勝した溝口岬希選手（東海学園大学）が
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優秀選手に選ばれました。ただ種目によっては参加競技者

がかなり減少しただけに、今後の普及が望まれます。

全日本中学陸上競技選手権大会出場選手

　男子　100m 　　 　北村　聡祐　（祖父江）

　　　　　　　　　　山本　翔太　（古知野）

　　　　200m  　　　逵村　竜斗　（永和）

　　　　砲丸投　　　佐藤　美波　（大口）　

　女子　100m 　　 　吉田　名歩　（大治）

　　　　　　　　　　高崎　生愛　（治郎丸）

　　　　800m 　　 　伊藤　暖日　（宮田）

U18 陸上競技大会出場選手

　男子　ハンマー投　白木　康介　（修文学院高）

　　　　800m 　　　 水野　颯也　（津島東高）

U16 陸上競技大会出場選手

　男子　砲丸投　　　佐藤　美波　（大口中）

　女子　100m 　　 　吉田　名歩　（大治中）

　　　　　　　　　　高崎　生愛　（稲沢 ACJ）

　　　　1000m 　　伊藤　暖日　（宮田中）

　季節はロード・駅伝シーズンになります。例年、審判員

不足に悩んでおります。5 年ぶりに犬山ハーフマラソンも

開催されます。何卒、ご協力のほど、宜しくお願いします。

   （青山　充資）

西三河陸上競技協会
トラックシーズンを終えて　～コロナ禍を乗り越えて～

　本年 5 月、新型コロナ

ウィルス感染症が第 2 類か

ら第 5 類に移行したのを受

けて、競技会運営をコロナ

以前に戻そうという動きが

出てきました。

　これまでは『無観客』で

あった競技会も試行錯誤の

中、保護者の正面スタンド

やバックスタンドへの入場

を解禁し、スタンドからの

応援も『拍手』だけであっ

たものから『声出し』の応

援に変わり、さらには表彰

式も正面スタンド前で実施

することにより、競技会そ

のものに『活気』が戻って

きました。コロナ禍当初は、競技会自体が中止され、選手

たちの活躍の場が失われました。日本陸連のガイドライに

従って、競技会が再開されたものの、『無観客』『無声援』

で、ただ単に記録を残す競技会で、走ること、跳ぶこと、

投げることの“楽しさ”を選手たちが味わうこととはほど

遠い競技会からの再開でした。このような状況の中、競技

会の準備から当日の運営に携わっていただいた各審判員の

先生方のご尽力の結果、何とか以前の競技会の姿を取り戻

しつつあることは嬉しく感じております。

　しかしながら、新型コロナ感染症が治まったわけでもな

く、インフルエンザも例年になく早い流行をみせており、

さらには熱中症対策に強いられる今シーズンでした。 来

シーズンも、感染症や熱中症対策を前提とした競技会運営

となりますが、本年度以上に審判員の方々のご協力を得

て、『選手ファースト』の競技会が実施できるよう努力し

ていきたいと考えております。

　～陸上競技をやってよかった！と思える選手が一人でも

増えるために～

 （木村　元彦）

東三河陸上競技協会

　令和 5 年度のトラックシーズンを終え、陸上界は駅伝

シーズンへと移り変わっています。本年度の東三河陸協で

は、明るいニュースが多かったです。特に各世代が目標と

する大きな大会で「日本一」を獲得できたことに東三河の

アスリートのすごさを感じています。この影には、日頃か

ら陸上競技に熱心に取り組む選手や指導者が多いことがあ

り、そのことも誇りに思っています。

・9 月 17 日、神奈川県横浜市で行われた「日清食品カッ

プ第 39 回全国小学校陸上競技交流大会」で、内藤琴美

選手（キムランニング）が、5 年女子 100m において、

13 秒 20 で優勝しました。

・8 月 22 日から愛媛県松山市で行われた「第 50 回全日本

中学校陸上競技選手権」で、布施一葉選手（豊橋高豊中

3 年）が、女子 200mにおいて、24 秒 89で優勝しました。

・10 月 20 日から愛媛県松山市で行われた「JOC ジュニ

アオリンピックカップ第 54 回 U16 陸上競技大会」で、

佐藤那有選手（田原東部中 3 年）が女子 100m において、

12 秒 04 で優勝しました。

・8 月 2 日から北海道札幌市で行われた「第 76 回全国高

等学校陸上競技対校選手権大会」で、下田隼人選手（豊

川高 3 年）が、男子 400mハードルにおいて、50 秒 14（大

会新）で優勝しました。

・9 月 14 日から埼玉県熊谷市で行われた「第 92 回日本学

生陸上競技対校選手権」で、小川大輝選手（東洋大）が、

男子 400m ハードルにおいて、48 秒 91 で優勝しました。

・6 月 1 日から大阪府大阪市で行われた「第 107 回日本陸

上競技選手権大会」で、小川大輝選手が、男子 400m

ハードルにおいて、49 秒 52 で優勝しました。

　このように、小学校から一般において「日本一」とな

り、活躍する東三河出身の選手が一度にあらわれた令和 5

年度のトラックシーズンはとんでもない快挙としか言えま

せん。この勢いで駅伝シーズンでも、東三河の小中高の選

手、東三河にゆかりのある選手の快走を期待しています。

 （石場　　治）

バックスタンドからの応援

正面スタンドからの応援
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小学生友の会

　“日清食品カップ”第 39 回全国小学生陸上競技交流大会

が横浜・日産スタジアムにて、9 月 16 日（土）17 日（日）

の 2 日間で開催されました。1 日目は日産スタジアムでの

前日練習とカップヌードルミュージアムの見学。ミュージ

アムではオリジナルカップラーメン作りを楽しみました。

2 日目の大会当日は青空の下、選手とコーチが協力し合い、

どの選手ももてる力を十分に発揮し、競技することができ

ました。5 年女子 100m では内藤琴美さん（キムランニン

グ）が 13 秒 20 の自己ベストで優勝、6 年男子 100m では

平岩陸斗君（刈谷 AC）が 12 秒 08 の自己ベストで 2 位に

入賞しました。今年度はフレンドリーシップパーティーも

行われ、他県の選手との交流も楽しみました。

小学生愛知県選手団

平岩陸斗くん

　また 8 月 26 日（土）に

開催された東海小学生陸上

競技大会では、愛知県の選

手が躍動する姿をたくさん

見ることができました。今

年度より東海理事に就任さ

れた中田有紀さんが、プレ

ゼンターとしてコンバイン

ド競技の表彰を担当されま

した。

（八代香津子）

中小体連

〇全日本中学校陸上競技選手権大会（8/22 ～ 25　愛媛）

　今年度の愛知県からの出場者数は、男女合わせて 67 名

となりました。

　今年の大会成績としては、女子 200m で高豊中の布施一

葉さんが見事優勝しました。予選から他を寄せ付けない圧

巻の走りで、勝ち切りました。100m では、田原東部中の

佐藤那有さんが第 3 位入賞、治郎丸中の高崎生愛さんが第

8 位入賞、田原東部中は、佐藤さんを擁して 400mR では、

第 2 位と優勝まであと一歩のところでした。また、四種競

技では、矢作北中の夏目純佳さんが第 7 位に入賞しまし

た。男子は、110mH で翔南中の権田颯志君が第 6 位、

200m で永和中の逵村竜斗君が第 7 位、四種競技では、武

豊中の矢野春樹君が第 5 位に入賞しました。

　安定しない天候で、雷雨により競技が中断したりする場

面がありましたが、競技役員の先生方の迅速かつ適切な判

断により、選手は動揺することもなく、落ち着いた雰囲気

の中で競技を行うことができました。ありがとうございま

した。

　今大会は、例年になく入賞者も多く、入賞まであと一歩

の種目もたくさんありました。成果の背景には、日ごろの

選手の努力はもちろんのこと、日々指導されている先生方

の熱意と指導力、選手のご家族の協力や支えがあったから

こそ、このような結果につながったと考えます。また、各

地区での小中学生の強化普及活動が確実に結果につながっ

たと強く感じます。

　中体連陸上競技部として、これからも小学校、中学校、

高校の各カテゴリーとの連携やつながりを大切にし、より

多くの選手が全国大会に出場し、来年の福井全中では、よ

り多くの選手が活躍できるように、微力ではありますが支

えていく所存です。

〇 2023 リレーフェスティバル（10/7 ～ 8 　国立）

　男子が鳥山流生君（豊川西部中）・今村琉翔君（東山

中）・今泉成聖君（小坂井中）・横山蓮音君（高橋中）のオー

ダーで臨み、42 秒 89 で第 8 位入賞、女子は田中咲有さん

（安城西中）・高崎生愛さん（治郎丸中）・布施一葉さん（高

豊中）・佐藤那有さん（田原東部中）のオーダーで臨み、

46 秒 90 で第 3 位に入賞することができました。尚、男子

は予選において鳥山・今村・今泉・逵村竜斗君（永和中）

のオーダーで 41 秒 72 をマークすることができました。

〇 U16 陸上競技大会（10/20 ～ 22 　愛媛）

　本大会の結果は、男子は、円盤投で保見中の藤井勇介君

が優勝、110mH で翔南中の権田颯志君が第 3 位、ジャベ

リックスローで西尾東部中の杉浦丞眞君が第 8 位に入賞し

ました。女子は、100m で田原東部中の佐藤那有さんが見

事優勝、円盤投で東山中の伏木杏莉さんが第 2 位、ジャベ

リックスローで長久手北中の原 悠華さんが第 6 位に入賞

しました。

 （秋山　真一郎）

表彰する中田有紀さん
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高体連
令和５年度を振り返って

　令和 5 年度も愛知県高等学校駅伝競走大会を始め、駅伝

競走大会を残すのみとなりました。本年度は全国高校駅伝

が、女子の記念大会にあたり、地区代表校枠があります。

県勢の活躍を期待したいと思います。

　本年度も愛知県高校総体と愛知県新人大会は岡崎市の龍

北スタジアムでの開催となりました。県総体ではメインス

タンドに、一般の方々は入場禁止の対応をしました。新人

戦はメインスタンドも開放して、応援の方々も一緒になっ

て選手の活躍を応援していただきました。競技場の方々を

始め西三河陸上競技協会の皆様方には本当にお世話になり

ました。早朝からのご協力に心から感謝申し上げます。

　全国総体は北海道開催でした。北の大地とは思えないよ

うな暑さの中での大会でした。前回は寒さに耐えた大会と

うかがっていますので、正反対の気候の中での大会でし

た。大会についての詳細は、別記をご覧ください。

　東海新人大会は本来岐阜県開催ですが、岐阜県の競技場

の関係から三重県開催となり、三重県営陸上競技場で行わ

れました。本年度は、鹿児島国体、U18/U16 競技会、東

海新人大会が 3 週連続となり、かなりハードなスケジュー

ルでした。棄権する選手も出て、少し盛り上がりに欠ける

面もありましたが、愛知県代表選手はよく頑張ってくれま

した。来年度の福岡総体に向けて、東海地区のレベルを知

る上でも、貴重な経験になったことと思います。来年の 6

月に多くのインターハイ選手が誕生することを期待しま

す。来年度の東海総体は岐阜県長良川競技場で開催されま

す。

　新型コロナウイルス感染症は 5 類に移行しましたが、な

かなか衰えを見せず、またインフルエンザが多くの広がり

を見せている中で、選手の皆さんは体調管理が非常に難し

い状況になっています。今後とも状況を鑑みながら多くの

皆様のご協力の下、よりよい大会運営を目指してまいりま

す。今後とも愛知県高体連陸上競技専門部をよろしくお願

いいたします。

 （石井　哲郎）

高体連定通部
全国定通大会　愛知県選手団男女総合優勝！

　8 月に駒沢オリンピック公園陸上競技場にて開催された

全国定通大会に於いて、愛知県選手団は男女総合優勝を果

たすことができました。昨年度は準優勝でしたので、見事

雪辱を果たすことができました。総合優勝という結果は、

多くの方々のご理解、ご協力、お力添えがあったからこそ

であると感じております。また出場選手、各校顧問の先生

方が一丸となり、チーム AICHI として競技のみならず、

互いに応援し合い、支え合った結果であると確信しており

ます。

　今年度、愛知県選手団として優勝は女子走幅跳の糸数さ

ん（豊橋）のみでしたが、多くの種目で取りこぼすこと無

く、出場選手が最後まで諦めずに競技に挑んでくれまし

た。女子では細野さん（城北つばさ）が 100m、200m で

準優勝、400m は田口さん、山根さん、村上さん（科技刈

谷）、800m では石黒さん、田口さん（科技刈谷）佐藤さ

ん（豊橋）、3000m も石黒さん、内山さん（科技刈谷）長

野さん（一宮）が各種目出場選手全員入賞という圧倒的強

さを見せてくれました。フィールド種目においても、優勝

した糸数さんとともに杉下さん（科技刈谷）が走幅跳で 3

位入賞、砲丸投も 3、4、5 位を宮里さん（科技刈谷）、呉

屋さん、カンポスさん（豊橋）が、円盤投では岩城さん（城

北つばさ）が準優勝、カンポスさんも入賞ということでト

ラック、フィールドともにしっかりと得点を積み上げ女子

総合優勝を果たしました。

　男子は優勝した静岡には及びませんでしたが、長距離種

目で上原君（科技刈谷）の 1500m、3000mSC（2 位）の 2

種目入賞、濱口君（科技刈谷）の 5000m3 位等、着実に入

賞を重ね、短距離種目個人の決勝進出は金子君（科技刈谷）

の 400mH2 年連続 2 位のみでしたが、4 × 100mR、マイ

ル R ともに決勝に進出し入賞するなど、愛知としての存

在感を示すことができました。フィールドでは男子走幅跳

の吉川君（飛鳥未来）が 2 位、吉田君（熱田）が砲丸投（2

位）、円盤投の 2 種目入賞、走幅跳、三段跳で髙木君（科

技刈谷）が 2 種目入賞、三段跳で松浦君（科技刈谷）が入

賞など、結果を残すことができ男子は総合 4 位という結果

でした。

　今回の全国大会を通じ、改めて部活動の教育的価値、一

丸となって目標に立ち向かうことの大切さを実感しまし

た。近年、部活動は縮小の傾向にあります。しかし、運動

機会の限られた定時制通信制の生徒にとって部活動という

のはかけがえのない活躍の場で有り、承認の場、成長の場

となっています。レベルは高くありませんが、定時制通信

制の生徒が学校の垣根を越えて、力を合わせて、全力を発

揮する、日々の学校生活では味わえない爽快感と達成感が

ここ（定通陸上競技）にはあると感じました。

愛知県選手団

 （原田　賢一）

学　連
2023 日本インカレから見た学生陸上界の課題

　92 回目を迎えた日本学生対校（日本インカレ）は、2 年

前（2021 年大会）と同会場の熊谷（9/14 ～ 17）にて開催

された。同じ熊谷開催ではあったが、当時の社会情勢を振

り返ると、いつ元の状態で競技活動ができるのか想像がつ

かなかっただけに、医療の進歩や科学技術の偉大さを感じ

た。今大会は、感染症拡大防止を目的とした行動規制が緩

和されたのを機に、スタンドには対校戦独特の集団応援を

する学生たちの姿が戻り、学生ナンバーワンを決める競技

会として相応しい景色であった。また、今回は多くの大学

の指導者間で長年議論されてきた大会期間が従来までの 3

日間から 3.5 日開催となり、タイムテーブルに余裕がで
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き、複数種目のエントリーをする選手のコンディションに

配慮されたスケジュールとなった。2019 年大会（岐阜）

にも 3.5 日開催で行われたが、審判員の確保や運営費用の

増大などを理由に、翌年からは再び 3 日間開催に戻った経

緯を考えると競技団体とチームサイド、双方が譲歩した末

で決定した日程であろう。ラウンドやエントリーの数が異

なるため同等に扱うことはできないが、5 日間開催のイン

ターハイや 4 日間開催の全日中と比較するとインカレの開

催期間もまだまだ見直す余地があるかもしれない。

　競技結果は、男女合わせて 6 つの大会新記録が更新さ

れ、そのうち 1 つが日本タイ記録 / 学生新記録（男子

110mH 13.04/ 村竹ラシッド選手・順天堂大）であった。

また、女子 100m では甲南大の 3 選手が上位を独占

（400mR 予選では学生記録まで 0.01 秒に迫る）するなど、

実施種目の半数以上で関西や九州地区の大学が優勝する勢

力構成は、近年の女子学生陸上競技界を象徴する結果とい

える。東海地区の選手は男女混成種目において活躍し、

ワールドユニバーシティーゲームズ 7 種競技代表の田中友

梨選手（至学館）が順当に勝利、同種目 5 位に大菅紗矢香

選手、6 位に水谷佳歩選手（ともに中京大）が入賞した。

10 種競技では、前川斉幸選手（中京大）が優勝した。

　これから駅伝・ロードシーズンに入るが、本号が発刊さ

れる頃には、全日本大学女子駅伝（仙台、10/29）が終わっ

ており、史上初の大会 7 連覇を目指す名城大学と 5 年連続

5 回目の東海地区代表となった中京学院大学の力走に期待

したい。

表1：第92回天皇賜杯日本学生陸上競技対校選手権大会

 （熊谷、9/14～17）※東海学連の結果

■男子総合　1 位 　順天堂大、　　混成の部　1 位　中京大

　10000mW　　6 位　鈴木　智大（名古屋大）

　走幅跳 　　　5 位　梅谷　太紀（中京大）

　ハンマー投　 3 位　山川　滉心（中京大）

　10 種競技　　1 位　前川　斉幸（中京大）

■女子総合　1 位　福岡大

　※日体大と同点となり、優勝種目数で福岡大が上回った。

　混成の部　1 位　至学館大、　　3 位　 中京大

　10000m　　 5 位　原田　紗希、　 7 位　谷本　七星（中京大）　　

　10000mW　　5 位　山岸　芽生、　 7 位　岡本　瑞香（中京大）

　100mH　　 5 位　安藤　愛未（至学館大）

　7 種競技　　 1 位　田中　友梨（至学館大）

　　　　　　　 5 位　大菅紗矢香（中京大）

　　　　　　　 6 位　水谷　佳歩（中京大）

 （黒須　雅弘）

実業団
トラックシーズンを終えて

　トラックの重要競技大会「日本選手権」と「全日本実業

団」について、報告します。

　まず日本選手権男子では、1500m 日本記録保持者の河

村一輝（トーエネック）が、3 分 38 秒 45 で優勝、野口雄

大（トーエネック）が、3 分 41 秒 15 で 6 位と健闘。円盤

投の湯上剛輝（トヨタ自動車）が、56m78 の 2 位、100m

の愛知県記録保持者である本郷汰樹（オノテック）が、10

秒 21 の 5 位と健闘し、世

界へ羽ばたく大会となっ

た。

　女子では、200m の吉田

紗弓（クレイン）が、23

秒 94 で 7 位とファイナリ

ストになった。

　全日本実業団の男子は、

野口雄大（トーエネック）

が、3 分 43 秒 16 で 優 勝。

日本選手権 6 位から巻き返

しを図った。5000m では、

ジョセフ カランジャ（愛

知製鋼）が、13 分 27 秒 31

で優勝、マル エマニエル

（中央発條）が、13 分 28

秒 54 で 3 位に。また、3000mSC では、フィレモン キプ

ラガット（愛三工業）が、8 分 36 秒 47 で優勝、新家裕太

郎が、8 分 43 秒 19 で 2 位と、愛三工業が 1,2 位を独占し

た。円盤投の湯上剛輝（トヨタ自動車）が、日本選手権と

同じ 2 位。来年度の巻き返しを誓った。

　女子では、100mH の大松由季（サンドリオン）が、自

身初の 13 秒切となる 12 秒 97 で、世界選手権代表の選手

に競り勝ち、来年のパリオリンピックに名乗りを上げた。

400m の吉田紗弓（クレイン）も、54 秒 74 の 3 位と健闘

した。

　その他の活躍した選手では、400mH の小田将也（豊田

自動織機）が、愛知県選手権で 49 秒 29 と、11 年振りと

なる愛知県新記録を叩き出し、来年度のパリオリンピック

に弾みをつけた。

     （中村　博之）

マスターズ陸上

　日頃は愛知マスターズ陸上へのご理解とご協力を賜り厚

く御礼申し上げます。

　トラックシーズンも終盤となりました。本年も愛知マス

ターズの各大会が下記の通り開催されたことをご報告申し

上げ、競技運営にご尽力いただきました関係各位に対しま

して厚く御礼申し上げます。

　本年は 4 月 9 日に第 88 回の記録会を皮切りにトラック

競技がスタートし、新型コロナが 5 類に移行した 5 月以降

は、スタンドから多くの声援をいただきながら参加選手は

日頃の練習の成果を大いに発揮することができたと思いま

す。各大会における新記録（日本記録、愛知県記録）の達

成者の多さからもその盛り上がりがうかがえます。

【令和 5 年度開催の競技会と新記録】

◆第 88 回記録会 4 月 9 日（日）ウェーブスタジアム刈谷

愛知県記録

　60m  M60 畠中　一起　豊川市　　7.98

　立五段跳 M40 森本　道範　岡崎市　　14m77

◆第 89 回記録会 5 月 14 日（日）ウェーブスタジアム刈谷

愛知県記録

　立五段跳 M65 千葉　正士　蒲郡市　　11m17

　800m  W65 中山　淳子　名古屋市　2:50.51

河村一輝選手

野口雄大選手
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　立五段跳 W40 久世由香里　名古屋市　11m49

◆第 90 回記録会 6 月 25 日（日）ウェーブスタジアム刈谷

日本記録

　100m  W45 酒井あおい　名古屋市　12.44

愛知県記録

　60m  M70 間瀬　幸男　春日井市　8.80

　100m  M70 間瀬　幸男　春日井市　14.08

　800m  M55 鶴岡　正明　東郷町　　2:16.24

　100m  W30 遠山　早織　豊田市　　12.23

　200m  W30 遠山　早織　豊田市　　25.55

　400m  W30 遠山　早織　豊田市　　58.75

　走幅跳 W30 松井　美樹　豊田市　　5m46

　立五段跳 W30 松井　美樹　豊田市　　12m56

　立五段跳 W50 釜　　純子　一宮市　　10m49

◆第 91 回記録会 8 月 26 日（土）ウェーブスタジアム刈谷

愛知県記録

　800m  M55 鶴岡　正明　東郷町　　2:15.04

　立五段跳 M40 井上　将成　蒲郡市　　14m94

　立五段跳 M65 千葉　正士　蒲郡市　　11m82

　60m  W40 沼田　佳苗　豊田市　　7.98

◆第 32 回愛知マスターズ選手権 7 月 2 日（日）一宮

日本記録

　4 × 100mR M50 石黒、盛、野田、前田　　 45.97

　800m  W65 中山　淳子　名古屋市　2:45.54

　1500m  W65 中山　淳子　名古屋市　5:28.25

愛知県記録

　60m  M25 山口　恭平　名古屋市　7.07

　60m  M70 間瀬　幸男　春日井市　8.52

　400m  M60 杉浦　　拓　豊田市　　1:00.15

　3000mW M25 櫻井　悠也　日進市　　 14:58.01

　3000mW M35 中尾　　圭　豊田市　　 16:52.67

　4 × 100mR M75 外山、足立、四戸、渡邊　 1:06.61

　棒高跳 M50 磯貝　剛基　西尾市　　3m60

　棒高跳 M60 神田　　満　一宮市　　2m30

　走幅跳 M-25 酒井　克実　名古屋市　5m99

　立五段跳 M-25 酒井　克実　名古屋市　14m18

　立五段跳 M35 井上　将成　蒲郡市　　14m48

　走高跳 W65 木村　和代　武豊町　　1m05

　三段跳 W65 木村　和代　武豊町　　7m29

　立五段跳 W40 久世由香里　名古屋市　11m61

　立五段跳 W65 木村　和代　武豊町　　9m97

　重量投 W75 加藤　敦子　豊川市　　9m28

愛知県タイ

　走高跳 M40 真鍋　周平　豊田市　　1m80

【リレーで日本新　45 秒 97】

　7 月 2 日に開催された第 32 回愛知マスターズ選手権で、

M50 クラス（50―54 歳）の 4 × 100mR に出場した野田秀

樹さん（50 歳）、石黒文康さん（50 歳）、前田幸則さん（51

歳）、盛　昭夫さん（52 歳）のチームがこの種目の日本記

録を樹立しました。（これまでの日本記録は 46 秒 04）

　同じクラスで 11 秒台の走力を持った選手を 4 人揃える

ことが難しい中、野田秀樹さんが中心となり実績のあるメ

ンバーに声を掛け最高のチームを結成することができ

M50 の日本記録を更新することができました。

　その後、44 秒 47 の世界記録の更新を目指して同じメン

バーで 9 月 24 日に福井で開催された北陸マスターズ選手

権に出場しましたが、残念ながら世界記録の更新は成りま

せんでした。今後の活躍に期待したいと思います。

　今後とも、愛知マスターズの活動に、ご理解ご協力のほ

ど宜しくお願い申し上げます。

 （兵藤　隆昭）

特集記事

全日本 IC 　七種競技２連覇

　今年度は、全日本 IC で 2 連覇、学生個人選手権で自己

ベスト更新、WUG に選出されるなど充実したシーズンで

あった。

　高校 3 年生の沖縄 IH で優勝して以来、記録が伸び悩ん

だが、昨年よりスプリント強化に一層取り組むことで各種

目の記録を伸ばし、自己ベストを何度も更新することがで

きた。全日本 IC では、目標の大会記録には届かなかった

ものの、得意のやり投で逆転した。調子が良かったにも関

わらず結果に結びつかなかった。葛藤の中での 2 連覇で

あったが、監督からは、「連覇とはこういうものだ」とい

う言葉をいただき、とても大きな経験となった。WUG は、

私自身初の国際試合であり、日本と海外との様々な違いを

肌で感じながら多くの学びを得ることができた。これらの

経験から、記録や順位にこだわりすぎると却ってプレッ

シャーになりやすいが、失敗は「気づき」に繋がり、その

経験が今後に生きることが分かった。

　今、私は「競技を楽しむこと」を 1 番大切にして目の前

のことに全力で取り組み、道を切り拓いていきたいと考え

ている。うまくいかないことも多いが、それも必要なこと

であり、成長の糧である。今後は、さらにスプリントと得

意のやり投、苦手な跳躍種目の強化を図り、日本人初の

6000 点、そしてオリンピック出場を目指し、日々精進し

ていきたい。

全日本 IC 　七種競技最終種目 800 ｍ

 （至学館大学　田中　友梨）
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2023 年シーズンを終えて

　今シーズンは私の陸上人生が一変したシーズンでした。

私は中学生の時に全国大会に初めて出場しました。しか

し、当時は全く戦えず、呆気なく予選落ちをしました。こ

の予選落ちしたということがとても悔しくて「全国優勝し

たい！」という夢を持つようになりました。

　2023 年 4 月、日本学生個人選手権大会の 400mH でいき

なり全国優勝を果たすことができました。ずっと目標にし

ていた全国優勝を果たした瞬間は何にも変え難い感情にな

りました。この大会で優勝したことにより、今シーズンに

勢いがついた気がします。

　日本学生個人選手権で優勝した勢いのまま関東インカ

レ、日本選手権、日本インカレと次々とタイトルを獲得す

ることができました。特に日本選手権で優勝したことは本

当に嬉しかったです。真の日本一を決める大会で優勝で

き、自信を持てるようになり、もっと上を目指そうという

気持ちになれました。

　しかし、今年は日本代表になれるチャンスが 4 度もあっ

たのに全てあと一歩というところで逃してしまいました。

これだけタイトルを獲れたにも関わらず、日本代表にはな

れてない。詰めの甘さも感じさせられたシーズンでした。

来年はパリ五輪の年です。参加標準記録まであと 0.21 秒

と迫っているので、この勢いのまま参加標準記録を突破し

て日本代表としてパリ五輪で勝負できるように頑張りたい

と思います。

日本インカレ決勝スタート前

 （東洋大学　小川　大輝）

クラブ紹介 　キムランニング“奥三河からの挑戦”

　キムランニングは 2017 年（友の会は 2020 年～）に発足

し、新城市で活動する小中学生を対象としたクラブチーム

です。主に新城市の小中学生が中心で、近隣の設楽町、東

栄町からも入会者（総勢 90 名）がいます。

　練習は毎週水、木曜日の 18 時から 19 時 40 分まで、ふ

れあいパーク鳳来、日曜日の 7 時から 8 時に東海自然歩道

で実施しています。

　練習は水曜日に各種ドリルを実施後に鬼ごっこ・リレー

等、競技力の向上よりも走ることの楽しさを教えていま

す。木曜日は競技力の向上に重きを置いてラダー・ミニ

ハードル等の器具を使った動きづくりを中心に実施してい

ます。

　チームの発足は私が 2015 年に新城市に来て、ご縁があ

り鳳来中学校の駅伝練習に参加したことから始まります。

鳳来中は全校生徒数も少なく、その状況で豊橋、豊川の中

学校に勝って県大会に出場をするためには小学生から継続

した指導が必要だと痛感し、チームの発足に至りました。

　近年になり成果が出て、男子、女子共に 3 年連続で県駅

伝大会出場、個人でも今年度の東海大会 1 年女子 800m で

3 位入賞をしました。

　また、中長距離中心のチームですが、小学生では昨年度

の混合リレーで県準優勝、今年度の全国大会 5 年女子

100m で全国大会優勝を達成し、我々指導者、チームの子

どもたちも盛り上がりました。

　今後も子供たちに走ることの楽しさを伝え、奥三河を盛

り上げていきたいです。

　アドレス　kimurun0618@yahoo.co.jp

（木村　雅幸）

全国優勝　内藤琴美さん 練習後の風景
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全国 I H 観戦記

　東海大会を勝ち抜いた選手 97 名が 8 月 2 日から 6 日の

5 日間にわたり北海道で行われた全国高校総体に出場しま

した。

会場の芦別公園競技場

　出場した全ての選手が持てる限りの力を発揮してくれま

したが、その中でも 400mH の下田隼人選手（豊川）、

100mH, 七種競技の林 美希選手（中京大中京）の活躍は輝

きを放っていました。

　下田選手は、他を圧倒する走りで全国高校総体まで駒を

進めましたので全国での活躍にも自ずと期待が膨らみます。

そんな矢先、下田選手が前日練習で負傷したとの情報が入っ

てきました。左足にはテーピングがされており、万全な状態

ではないのは確かでした。しかしレースが始まるとそんな不

安はよそに圧倒的な強さで予選を勝ち抜き、決勝でも攻め

の走りで優勝を果たす

ことが できました。

レース後の歩く姿は

痛々しいものでしたが、

下田選手の気迫を感じ

たレースでした。

　林選手は、昨年に続

き今大会も 2 種目で優

勝し、2 年連続 2 冠の偉業を達成しました。林選手の強さは、

競技力はさることながら、どんな状況でも動じない精神力

の強さにあります。この大一番の安定感は、中京大中京の

他の選手にも同じことが言えます。その背景は、北村先生

の周到な準備の賜物であり、選手が安心して競技に打ち込

むことができていることが大きな要因だと感じています。

大活躍の中京大中京

　さて、全国高校総体の面白いところは、支部予選から

徐々に自己記録を更新して全国でも更に活躍する選手もい

るということです。円盤投の井上 稜選手（熱田）と 5000m

ホ ー プ さ ん

片山　心
ここ

菜
な

 選手 （中京大中京高等学校 ３年）

　アドラー心理学では、人間が持つ究極の目標は社会への「所属」であると考えます。自分が望む所属が叶わない時、人は劣等感を感じ
るのです。劣等感とは能力が低いという自覚ではなく、資質が低く、自らの性格が非適応であると捉えた時などに起こる「自分がうまく
所属できていない」という感覚をさします。それを感じると人は苦痛を感じ、所属を実感できないと「仕事や競技に集中できない」、所
謂不適応の状態に陥ります。所属を満たすことは幸福を実感させ、心理的な安全性を担保します。その結果として生産性、競技力を高め
ることに繋がるのです。所属が満たされた時だけ人は幸せを感じ、所属が満たされないと劣等感を感じ、苦痛と不幸でつらい気持ちにな
るのです。アスリートは家庭、学校、部、友人など様々な場を持っています。仮にその一つで所属が満たされなくても他で満たされるこ
とで所属の危機は緩むものです。所属を実感した時だけ大脳辺縁系が緩み、理性脳である大脳新皮質が動き出し高い水準での欲求が生ま
れるものとして、中京大中京はチーム力の向上に力を注いでいます。
　片山心菜さんは中学時代 TSM に所属し、高い水準での指導により満足度、競技力を高め、所属の欲求を満たした条件下で競技をして
いました。その競技力を更に高めるため、中京大中京進学を選択して所属することにより、高水準でのコーチング、大学進学保証を求め
入学しました。片山さんが求めた本校のコーチングの基本ステップである GROW モデルは以下の通りです。

コーチングの基本ステップ　GROW モデル
GOAL( 目標設定 ) ⇒ REALITY（現状）⇒ RESOUCE（資源確認）⇒ OPTION（解決策立案）
⇒ WILLCOM（意思の確認）

片山さんの場合　
GOAL( 全国優勝・大学進学 ) ⇒ REALITY（筋肉量の不足、反射に頼る動き）⇒ RESOUCE（柔軟な
思考力と素直な受け取り、再現力の発揮）⇒ OPTION（トレーンング負荷の適正化・ドリルによる再
現性の発揮水準・技術の向上）⇒ WILLCOM（大会出場・到達できる順位）

　片山心菜さんは中京大中京に所属したことで、競技力向上に関する心理的な安全性が確保でき、そ
れに従ったトレーニングにより U20 日本選手権 100mH 優勝、インターハイ 2 位、4 × 100mR 優勝、
国体 300mH 3 位、更に青山学院大学進学と GOAL を達成しました。
　人の成長は学習のみで起こるのではなく、成功体験、失敗体験から起きます。その体験を単なる経
験に終わらせるのではなく、活用することで人の成長が加速します。
　「そのレースはなぜうまくいったのであろうか」「もしも失敗をやり直すとしたらどうするか」と
言った創造的質問をすることで内省を促します。内省を促した原石のような言葉をコーチが磨き出し
キーワードとしていくのです。それが「概念化」であり新たな活動を行うことで身体に落とし込み
「実践」して成長した選手です。 （北村　　肇） 左　片山選手　右　林選手

科学委員会も活躍
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競歩の永山大志選手（豊明）があげ

られます。井上選手は東海高校総体

は 6 位、永山選手は 5 位という結果

でインターハイに駒を進めました

が、全国では更に記録を伸ばし井上

選手は 7 位に入賞し、永山選手は決

勝に進出することができました。

　北海道インターハイでは高校生の

無限の可能性を感じました。来年度

は、福岡県での開催です。愛知県の

高校生たちが更に輝けるようにサ

ポートしていきます。

 （河村　修一）

全中観戦記

　愛媛県総合運動公園（ニ

ンジニアスタジアム）にて

第 50 回全日本中学校陸上

競技選手権大会　愛媛全中

が 4 日間に渡り開催されま

した。愛知県からは 52 校、

男子 37 名、女子 30 名の選

手が全中という大舞台で競

技を行いました。

　大会期間中は天候に恵ま

れず、土砂降りの雨によっ

て競技開始時間が変更にな

るなど、選手にとっては難し

いコンディションでした。そ

れでも、開会式での室伏広

治スポーツ庁長官の「暑さ

に負けず全力で取り組んで

ください。」という言葉どおり、天候に負けないほどの盛り上

がりとなり、男子 110 ｍH で日本中学新記録が誕生するな

ど、とても白熱した 4 日間になりました。

　愛知県の選手もこれまでの練習の成果を発揮し、男子は

3 種目 3 名、女子は 4 種目 5 名の選手が入賞を果たしまし

た。なかでも豊橋高豊中の布施一葉選手が女子 200 ｍで優

勝という大変素晴らしい結果を残してくれました。

開会式の様子 女子200ｍで優勝した布施選手

　来年度は福井県で全国大会が開催されます。全国大会と

いう夢の舞台に向かい、これからの練習を乗り越え、愛知

県から 1 人でも多くの選手が出場し、活躍することを期待

しています。

 （今枝　厚樹）

アジア陸上選手権2023
2023年7月12日（水）～16日（日）タイ　バンコク

男子

種目 順位 氏名 所属 記録

1500m 8 河村　一輝 トーエネック 3:45.46

10000m 1 田澤　　廉 トヨタ自動車 29:18.44

円盤投 7 湯上　剛輝 トヨタ自動車 57.85

女子

種目 順位 氏名 所属 記録

4 × 100mR 2 藏重　みう 甲南大学 43.95（1 走）

ワールドユニバーシティゲームズ陸上2023
2023年8月1日（火）～6日（日）中国　成都

女子

種目 順位 氏名 所属 記録

七種競技 22 田中　友梨 至学館大学 4670 点

10000m 1 田澤　　廉 トヨタ自動車 29:18.44

円盤投 7 湯上　剛輝 トヨタ自動車 57.85

第19回世界陸上競技選手権大会
2023年8月19日（土）～27日（日）ハンガリー　ブダペスト

男子

種目 順位 氏名 所属 記録

10000m 15 田澤　　廉 トヨタ自動車 28:25.85

マラソン 42 西山　和弥 トヨタ自動車 2:17:41

20km 競歩 24 山西　利和 愛知製鋼 1:21:39

35km 競歩 13 丸尾　知司　 愛知製鋼 2:29:52

 第19回アジア競技大会
2023年9月29日（金）～10月5日（木）中国　杭州

男子

種目 順位 氏名 所属 記録

1500m 9 河村　一輝 トーエネック 3:44.71

棒高跳 山本　聖途 トヨタ自動車 記録なし

会場の様子

男子円盤投2人入賞
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第69回全日本中学校通信陸上競技愛知県大会
2023年7月8日（土）・9日（日）パロマ瑞穂北陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）

（HK：標準記録突破　PJH：県中学記録　GR：大会記録）

種目 1 位 2 位 3 位

1 年
100m

塚原　優波
11.75　志段味

北村早千都
11.89　野間

宮﨑　蒼空
12.07　東山

2 年
100m

北村　聡祐
11.23　祖父江

星野　月音
11.34　田原東部

山本　翔太
11.40　古知野

3 年
100m

鳥山　流生
11.14 HK 豊川西部

今村　琉翔
11.17 HK 東山

今泉　成聖
11.17 HK 小坂井

200m
今泉　成聖

22.55 HK 小坂井
逵村　竜斗

22.73 HK 永和
原田　悠暉
22.80　田原

400m
松葉　吉哉

51.30 HK 大高
山口　遼真

51.48 HK 扇台
河合　啄摩
51.86　青陵

800m
柳沢　陸斗

2:00.34 HK 高師台
鈴木　愛将

2:00.75　三好
川口　意差

2:01.53　高師台

1500m
酒井真太郎

4:12.99　大口
山本　悠晴
4:13.96　旭

日比野嵩真
4:15.45　大口

3000m
日比野嵩真

9:06.95　大口
稲垣　諒也

9:08.34　矢作北
酒井真太郎

9:10.81　大口

110mH
(0.914m)

権田　颯志
14.37 HK 翔南

谷口　壮太
14.73 HK 吉田方

手島　快晴
14.85 HK 宝神

4×100mR

田原
43.52

原田健太朗
片桐　兜真
原田　悠暉
山口　音夜

前林
43.91

鈴木　悠斗
前田　隼汰
古賀　悠透
近藤　祐伍

扇台
44.28

山口　遼真
本間　大智
内藤　　樹
小縣　　諒

走高跳
森川　璃空
1.82　吉根

松浦　悠真
1.79　南城

安藤　壱眞
1.73　福岡

内藤　　樹
1.73　扇台

棒高跳
広瀬　瑛士
3.60　大府

山本修太朗
3.40　古知野

曽根　徠喜
3.20　代田

走幅跳
坂　　優作

6.20　東浦北部
加藤　煌大

6.11　西尾一色
島　　拓以
6.00　青陵

砲丸投
(5.000kg)

佐藤　美波
13.47 HK 大口

山口　暁士
12.87　大高

杉本　翔哉
12.79　守山

円盤投
(1.500kg)

藤井　勇介
39.27　保見

佐藤　美波
37.58　大口

尾崎　靖輝
30.98　五並

四種競技
矢野　春樹

2693 PJH,GR,HK 武豊
脇島　良惟
2156　成岩

石川　蒼唯
2140　安城南

女子 （3 位入賞のみ）

（HK：標準記録突破　PJH：県中学記録　GR：大会記録）

種目 1 位 2 位 3 位

1 年
100m

武井　陽南
13.09　岩倉南部

伊藤　桜良
13.20　豊川南部

阿部なの葉
13.21　田原東部

2 年
100m

榎本　実莉
12.55　豊橋東部

平岩　夕季
12.58　守山

八代　理衣
12.64　高橋

3 年
100m

佐藤　那有
12.10 HK 田原東部

布施　一葉
12.24 HK 高豊

高崎　生愛
12.34 HK 治郎丸

200m
布施　一葉

24.79 PJH,GR,HK 高豊
佐藤　那有

25.41 HK 田原東部
高崎　生愛

25.91　治郎丸

800m
伊藤　暖日

2:15.91 HK 宮田
本田　結彩

2:16.02 HK 新香山
北川　天咲

2:16.53　長久手北

1500m
渡邉　真瑚

4:38.27　千郷
本田　結彩

4:45.87　新香山
柳田麻央美

4:46.30　吉田方

100m
(0.762m)

蜷川　真奈
14.52 HK 成岩

間瀬　奏波
14.74 HK 幸田南部

矢嶋紗由菜
14.89　桜山

4×100mR

田原東部
49.07

阿部なの葉
澤口　朋実
井筒　夢乃
佐藤　那有

大治
50.09

眞鍋　茉衣
藤本有希奈
渡邉　結衣
吉田　名歩

猪高
50.61

西銘　風桜
塚原　琉華
浜本　恵瑠
永坂菜々子

走高跳
夏目　純佳

1.57　矢作北
太田多梨愛
1.51　港南

中原明日花
1.51　豊川東部

棒高跳
小野江佑月

2.70　末野原
杉澤　愛結
2.60　平坂

一安　結叶
2.50　平坂

走幅跳
伊藤　里桜
5.24　川名

犬飼　心彩
5.24　猪高

大田　怜奈
4.95　守山東

砲丸投
(2.721kg)

上出　舞華
12.64 HK 高蔵寺

河戸　咲希
12.00　守山東

藤枝　樹里
11.74　猪高

円盤投
(1.000kg)

伏木　杏莉
31.60　東山

紀國　佑香
27.50　日進北

原　　悠華
26.61　長久手北

四種競技
間瀬　奏波

2690 HK 幸田南部
河戸　咲希

2608　守山東
平岩　琴葉
2576　前林

第83回愛知県陸上競技選手権大会
2023年7月15日（土）・16日（日）パロマ瑞穂北陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新　APR：愛知県記録）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 山田　佑輔
10.39　小島プレス

高野　克哉
10.45　トヨタ自動車

河田　航典
10.46　立教大

200m 川端　魁人
21.09　中京大クラブ

富田　大智
21.35　法政大

田村　朋也
21.47　大谷クラブ

400m 竹内　彰基
47.05　早稲田大

稲川　慧亮
47.33　中央大

新垣　颯斗
47.79　東洋大

800m 田中　悠暉
1:54.36　Astray

地案　尚宏
1:54.77　旭野高

藤田　藍介
1:55.35　豊橋南高

1500m 馬場勇一郎
3:55.01　明治大

樋口　　諒
3:58.46　愛知陸協

橋本憲一郎
3:58.88　愛知高

110mH 高野　克哉
14.14　トヨタ自動車

田原　佳悟
14.16　立命館大

横山　将也
14.21　中京大中京高

400mH 小田　将矢
49.29 GR,APR 豊田自動織機　

岩堀　剛己
51.15　同志社大

田原　佳悟
51.43　立命館大

5000mW 谷垣　大翔
20:56.74　中京大

杉浦　　陽
22:41.78　至学館大

伊里　友希
23:01.62　名古屋大

走高跳 道脇　大斗
2.07　OBU エニスポ

加古　彩人
2.04　中京大中京高

宇野琳太郎
2.01　中京大
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棒高跳 松嶋　愛太
4.90　中京大

谷口　海斗
4.80　中京大中京高

林本　匠平
4.80　CHUKYOSPIRITS

走幅跳 梅谷　太紀
7.47　中京大

渡邉圭一郎
7.29　トヨタ自動車

田中　瑛一
7.17　東洋大

三段跳 稲田　大空
15.10　東海学園大

鈴木　颯人
14.86　山梨学院大

神谷　海成
14.65　東海学園大

砲丸投 戸澤　廣哉
15.71　岡崎 TFC

藤井ルーカス
15.14　愛知陸協

石井　健史
15.11　三菱重工名古屋

円盤投 久保　博規
47.48　名学院ク

伊藤　蒼真
46.02　中京大

岩田　知大
45.78　筑波大

ハンマー投 小島　諒大
61.41　中京大

岩田　知大
59.70　筑波大

石田　考正
57.77　EY Japan

やり投 坂本　達哉
72.47　T-LABO

牧野　快士
69.03　T-LABO

豊田　将司
63.79　クックマート

最優秀選手 小田　将矢　豊田自動織機

女子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 倉橋　美穂
11.83　青学大

岡田　　翠
11.85　中京大中京高

佐藤　那有
11.88　田原東部中

200m 吉田　紗弓
24.27　クレイン

倉橋　美穂
24.30　青学大

鈴木　咲葉
24.86　至学館高

400m 吉田　紗弓
54.11 GR クレイン

平野　里歩
55.06　中京大中京高

中島　明香
55.98　中京大

800m 平野　里歩
2:12.68　中京大中京高

小原すずか
2:13.53　時習館高

長谷川采花
2:14.47　中京大中京高

1500m 若林　藍那
4:36.41　人環大岡崎高

中島　汐菜
4:36.67　人環大岡崎高

火山　　華
4:38.20　安城学園高

100mH 大松　由季
13.24 GR CDL

林　　美希
13.49　中京大中京高

片山　心菜
13.85　中京大中京高

400mH 夏目　紗彩
1:00.13　日体大

片山　心菜
1:00.56　中京大中京高

和佐田真広
1:01.49　中京大

5000mW 柴田　　葵
24:15.60　至学館大

岡田なのは
24:22.76　千種高

松本　梨央
25:00.27　瑞陵高

走高跳 矢野　夏希
1.68　早稲田大

小島　　優
1.68　至学館大

神谷　京奈
1.65　東海学園大

今浦　彩葉
1.65　中京大中京高

棒高跳 篠崎　稔里
3.80　至学館大

所　　杏子
3.80　ラフィネ陸上部

渡邊　南月
3.70　日体大

走幅跳 明星　　光
5.82　中京大

中尾　優里
5.68　小島プレス

酒井　菜胡
5.58　安城学園高

三段跳 加藤　早紀
12.47　FOuR PRO

小寺　波音
12.30　日女体大

稲熊　詩帆
12.15　良友クラブ

砲丸投 山田　真央
12.71　安城学園高

小原　　恵
12.45　岐協大

平岩　里彩
11.68　至学館高

円盤投 近藤　沙南
39.95　愛知陸協

徳岡　沙織
39.27　ウェーブ

佐藤　綺海
38.58　至学館大

ハンマー投 平岩　志萌
52.91　筑波大

岡江　未莉
51.94　至学館大

川本菜々香
48.94　三好高

やり投 田中　友梨
46.67　至学館大

堤　　陽菜
44.48　国士大

成田　沙穂
44.14　中京大中京高

最優秀選手 大松　由季　CDL

第77回愛知県中学校総合体育大会
2023年7月22日（土）・23日（日）パロマ瑞穂北陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）（HK：標準記録突破）

種目 1 位 2 位 3 位

1 年
100m

三好　悠介
11.79　豊橋豊城

塚原　優波
11.82　志段味

宮﨑　蒼空
12.10　東山

2 年
100m

北村　聡祐
11.18 HK 祖父江

山本　翔太
11.29　古知野

小島　昊大
11.30　岡崎東海

3 年
100m

今村　琉翔
11.09 HK 東山

鳥山　流生
11.12 HK 豊川西部

横山　蓮音
11.12 HK 高橋

200m 今泉　成聖
22.29 HK 小坂井

逵村　竜斗
22.60 HK　永和

原田　悠暉
22.97　田原

400m 松葉　吉哉
51.44 HK 大高

河合　啄摩
51.90　青陵

山口　遼真
52.25　扇台

800m 鈴木　愛将
2:00.53　三好

柳沢　陸斗
2:01.00　高師台

深津　輝瀧
2:01.65　武豊

1 年
1500m

山下　凌河
4:33.59　知多

早川　　歩
4:33.63　明祥

村瀬　遥希
4:34.39　高蔵寺

2 年
1500m

西井　健真
4:17.43　大口

石沢　聖成
4:17.46　藤岡

安達蒼一郎
4:18.49　御津　

3 年
1500m

山本　悠晴
4:18.15　旭

中村　　仁
4:19.95　美和

水谷　健悟
4:22.15　古知野

3000m 酒井真太郎
9:10.76　大口

水野　悠希
9:10.82　大府西

日比野嵩真
9:15.46　大口　

110mH 権田　颯志
14.60 HK 翔南

宮上　　純
14.86 HK 朝日丘

谷口　壮太
14.92 HK 吉田方

4×100mR

前林
43.15

鈴木　悠斗
前田　隼汰
古賀　悠透
近藤　祐伍

田原
43.28

原田健太朗
片桐　兜真
原田　悠暉
山口　音夜

桜田
44.37

平塚　和也
前田　爽陽
堀　　天人
安藤　太一

低学年
4×100mR

古知野
47.18

山本　翔太
伊藤　慎友
登　　遥空
木本　愛己

大府
47.81

寺島  凛太
両角  公位
越 　 琥珀
北沢  蓮夜

豊川東部
47.94

佐藤　行真
鈴木　陽仁
河合祐之介
鈴木亮太郎

走高跳 矢野　春樹
1.88 HK 武豊

石川　大介
1.79　平坂

横井　悠樹
1.79　豊橋南部

棒高跳 鈴木　脩平
3.80　武豊

真島　達希
3.60　宮田

山本修太朗
3.60　古知野

加藤　櫻大
3.60　知多

走幅跳 久野　　巧
6.55　上郷

中元　崇貴
6.44　長久手北

伊藤　健心
6.29　守山東

砲丸投 佐藤　美波
13.58 HK 大口

山口　暁士
13.24 HK 大高

杉本　翔哉
13.02 HK 守山

OP四種競技 和知　志侑
2000　美川

宮川凛太郎
1974　矢作北

東　　祥太
1849　矢作北

総合 大口町立大口
32

武豊町立武豊
27

江南市立古知野
26.5　
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女子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新　HK：標準記録突破）

種目 1 位 2 位 3 位

1 年
100m

武井　陽南
13.04　岩倉南部

阿部なの葉
13.05　田原東部

間瀬　咲良
13.20　高浜

2 年
100m

和佐田るい
12.45 HK 守山北

榎本　実莉
12.53 HK 豊橋東部

八代　理衣
12.64　高橋

3 年
100m

佐藤　那有
12.16 GR,HK 田原東部

高崎　生愛
12.37 HK 治郎丸

吉田　名歩
12.48 HK 大治

200m 布施　一葉
24.95 GR,HK 高豊

竹内　沙葉
26.20　末野原

杉山　　凜
26.46　代田

1 年
800m

熊本みくる
2:25.54　豊川西部

鈴木ひばり
2:25.81　平坂

居沢　清美
2:26.11　鳳来

800m 伊藤　暖日
2:16.17 HK 宮田

粉川シャルワ華
2:16.86　振甫

北川　天咲
2:16.92　長久手北

1500m 渡邉　真瑚
4:40.27　千郷

本田　結彩
4:41.13　新香山

馬場　虹羽
4:44.77　江南北部

100mH 蜷川　真奈
14.34　成岩

間瀬　奏波
14.58　幸田南部

三輪　成未
14.71　天神

低学年
4×100mR

春木
52.81

青山　美桜
長瀬　里菜
森　ひな子
上田　采音

尾西第二
53.28

破田野早映
成瀨　　愛
小笠原結月
竹中　　維

萩山
53.59

青木　めい
酒井ひより
鈴木　瑞彩
武田　蘭香

4×100mR

田原東部
49.13

阿部なの葉
澤口　朋実
井筒　夢乃
佐藤　那有

大治
49.33

眞鍋　茉衣
藤本有希奈
渡邉　結衣
吉田　名歩

浄水
49.55

野々村志保
丹羽　陽花
星野　美優
鈴木日菜夕

走高跳 夏目　純佳
1.54　矢作北

太田多梨愛
1.51　港南

中原明日花
1.51　豊川東部

原田　　樹
1.51　羽田

走幅跳 伊藤　里桜
5.31　川名

犬飼　心彩
5.22　猪高

奥山　莉奈
5.08　東山

砲丸投 上出　舞華
13.10 HK 高蔵寺

近藤　羽留
12.63 HK 滝ノ水

片桐　　舞
12.36　大高

OP 四種競技 松浦　怜未
2630 HK 御幸山

髙嵜　心桃
2391　柏原

小松　由奈
2322　浄水

総合
名古屋市立猪高

25.5
田原市立田原東部

24
大治町立大治

19

第76回全国高等学校陸上競技対抗選手権大会
2023年8月2日（水）～6日（日）北海道札幌市厚別公園競技場

男子 （8 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 順位 氏名 所属 記録

200m 2 向井　悠汰 中京大中京 21.02

800m 4 宮下　颯汰 中京大中京 1:50.33

110mH 5 横山　将也 中京大中京 14.33

400mH 1 下田　隼人 豊川 50.14 GR

棒高跳 4 谷口　海斗 中京大中京 5.00

走幅跳 7 平林　駿登 安城東 7.18

円盤投
7 井上　　稜 熱田 44.03

8 根本　睦千 名古屋西 43.69

ハンマー投

6 市原　想太 愛西工科 58.41

8 河本　雅崇 名古屋大谷 57.07

総合得点 5 中京大中京 21

トラック得点 5 中京大中京 16

都道府県
対抗得点 6 愛知県 38

女子 （8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

100m 6 岡田　　翠 中京大中京 12.26

800m 5 森　　千莉 豊田大谷 2:07.90

100mH
1 林　　美希 中京大中京 13.53

2 片山　心菜 中京大中京 13.67

4 × 400mR 4

中澤　愛菜
森　　那帆
片山　心菜
平野　里歩

中京大中京 3:41.61

走幅跳 7 酒井　菜胡 安城学園 5.57

七種競技 1 林　　美希 中京大中京 5244

総合得点 3 中京大中京 31

トラック得点 3 中京大中京 23

都道府県
対抗得点 9 愛知県 37

第45回東海中学校総合体育大会陸上競技大会
2023年8月8日（火）三重交通Ｇ スポーツの杜伊勢・陸上競技場

男子 （6 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

1 年
100m

1 塚原　優波 志段味 11.59

4 北村早千都 野間 11.85

6 三好　悠介 豊城 12.04

2 年
100m

1 北村　聡祐 祖父江 10.92

3 星野　月音 田原東部 11.01

4 浮田　　兆 志段味 11.01

5 小島　昊大 岡崎東海 11.21

6 山本　翔太 古知野 11.29
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3 年
100m

2 鳥山　流生 豊川西部 11.10

6 片桐　兜真 田原 11.28

200m

2 今泉　成聖 豊川小坂井 21.72

4 逵村　竜斗 永和 21.89

5 原田　悠暉 田原 22.02

6 平野　桂吾 守山 22.34

400m 6 山口　遼真 扇台 52.76

800m 4 柳沢　陸斗 高師台 2:00.68

2 年
1500m

2 石沢　聖成 藤岡 4:13.38

3 西井　健真 大口 4:18.14

4 神谷　一希 雁が音 4:18.94

3 年
1500m 6 山本　悠晴 旭 4:16.51

3000m
4 稲垣　諒也 矢作北 9:07.11

5 水野　悠希 大府西 9:08.98

110mH

1 権田　颯志 岡崎翔南 13.81

3 石川　湊真 武豊 14.44

5 谷口　壮太 吉田方 14.64

6 宮上　　純 朝日丘 14.70

4 × 100mR

2

原田健太朗
片桐　兜真
原田　悠暉
山口　音夜

田原 43.20

6

佐野　優心
今泉　成聖
菊本　経正
冨田　悠生

豊川小坂井 44.77

低学年
4 × 100mR 2

木本　愛己
伊藤　慎友
中尾　皐慈
山本　翔太

古知野 46.25

走高跳

1 矢野　春樹 武豊 1.86

4 石川　大介 西尾平坂 1.80

5 小櫻　泰成 石尾台 1.80

6 松浦　悠真 南城 1.80

棒高跳 4 山本修太朗 古知野 3.80

走幅跳 5 久野　　巧 上郷 6.15

砲丸投

1 山口　暁士 大高 13.70

2 佐藤　美波 大口 13.55

5 杉本　翔哉 守山 12.92

6 藤井　勇介 保見 12.69

女子 （6 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

1 年 100m
4 阿部なの葉 田原東部 12.97

5 伊藤　桜良 豊川南部 13.11

2 年 100m

1 八代　理衣 豊田高橋 12.33

5 和佐田るい 守山北 12.63

6 榎本　実莉 豊橋東部 12.64

3 年 100m

1 佐藤　那有 田原東部 11.76

2 高崎　生愛 治郎丸 12.15

3 田中　咲有 安城西 12.23

6 山田　紗矢 愛知淑徳 12.46

1 年 800m

3 居沢　清美 鳳来 2:23.45

4 熊本みくる 豊川西部 2:23.53

6 鈴木ひばり 西尾平坂 2:26.27

800m 5 伊藤　暖日 宮田 2:16.44

1500m 1 渡邉　真瑚 千郷 4:37.17

100mH

4 蜷川　真奈 成岩 14.32

5 三輪　成未 天神 14.52

6 間瀬　奏波 幸田南部 14.56

4 × 100mR

2

阿部なの葉
澤口　朋実
井筒　夢乃
佐藤　那有

田原東部 49.11

3

安保　芹菜
入口　未悠
伊藤　弥生
石原　花恋

御幸山 50.17

5

西銘　風桜
塚原　琉華
犬飼　心彩
永坂菜々子

猪高 50.65

低学年
4 × 100mR 3

林口　穂南
酒井ひより
鈴木　瑞彩
武田　蘭香

萩山 52.80

走高跳
2 夏目　純佳 矢作北 1.58

3 太田多梨愛 港南 1.55

走幅跳 4 伊藤　里桜 川名 5.36

砲丸投
2 片桐　　舞 大高 12.70

4 上出　舞華 高蔵寺 12.50
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第58回全国高等学校定時制通信制陸上競技大会
2023年8月10日（木）～13日（日）駒沢オリンピック公園陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

5000m 3 濱口　靖人 科技刈谷 17:18.83

400mH 2 金子　凌空 科技刈谷 1:00.61

3000mSC 2 上原　右大 科技刈谷 10:51.24

走幅跳 2 吉川　遥和 飛鳥未来名古屋 6.42

砲丸投 2 吉田　将隆 熱田 11.36

女子 （3 位入賞のみ）

100m 2 細野　乙芽 城北つばさ 13.96

200m 2 細野　乙芽 城北つばさ 28.34

400m 3 田口　貴子 科技刈谷 1:09.36

3000m 3 石黒　志歩 科技刈谷 13:06.30

4 × 100m 2

杉下　　凜 科技刈谷

56.30
今泉　花音 刈谷東昼

糸数　　香 豊橋

細野　乙芽 城北つばさ

走幅跳
1 糸数　　香 豊橋 4.38

3 杉下　　凜 科技刈谷 4.24

砲丸投 3 宮里　日菜 科技刈谷 8.02

円盤投 2 岩城　由侑 城北つばさ夜 23.64

男女総合 1 愛知 150

男子総合 4 愛知 59

男子フィールド 2 愛知 26

女子総合 1 愛知 91

女子トラック 1 愛知 50

女子フィールド 1 愛知 41

第50回全日本中学校陸上競技選手権大会
2023年8月22日（火）～25日（金）愛媛県総合運動公園陸上競技場

男子 （8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

200m 7 逵村　竜斗 永和 22.67

110mH 6 権田　颯志 岡崎翔南 14.46

四種競技 5 矢野　春樹 武豊 2729

女子 （8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

100m
3 佐藤　那有 田原東部 12.17

8 高崎　生愛 治郎丸 12.40

200m 1 布施　一葉 豊橋高豊 24.89

4 × 100m 2

阿部なの葉
澤口　朋実
井筒　夢乃
佐藤　那有

田原東部 48.27

四種競技 7 夏目　純佳 矢作北 2723

第31回日・韓・中ジュニア交流競技会
2023年8月25日（金）・27日（日）和歌山・紀三井寺公園陸上競技場

男子 

種目 順位 氏名 所属 記録

200m
8/25 1 向井　悠汰 中京大中京 21.41

200m
8/27 2 向井　悠汰 中京大中京 21.52

4×100mR
8/25 1 向井　悠汰

 （3 走） 日本 40.46

4×100mR
  8/27 1 向井　悠汰

 （3 走） 日本 40.02

女子 

種目 順位 氏名 所属 記録

100mH
8/25 1 林　　美希 中京大中京 14.01

100mH
8/27 1 林　　美希 中京大中京 13.80

4×100mR
8/25 2 林　　美希

 （4 走） 日本 46.15

4×100mR
8/27 1 林　　美希 

（4 走） 日本 46.37

第9回東海小学生陸上競技大会
2023年8月26日（土）静岡・小笠山運動公園陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 順位 氏名 所属 記録

小学 6 年
100m

1 吉井　一平 東浦 AC 12.53

2 坂川　　舜 SCSR 12.67

コンバインド
B

2 丸山　太陽 へきなん陸上 2289  GR

3 谷口　靖弥 トライル AC 2134  GR

女子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 順位 氏名 所属 記録

小学 5 年
100m 3 飯田　芽生 安城 JAC 14.39
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コンバインド
A

1 宮園　未莉 大須 AC 2181  GR

2 川瀬　彩葉 TSM 岡崎 2040

コンバインド
B 2 齋藤　由莉 トライル AC 1813

第66回東海陸上選手権
2023年8月26日（土）・27日（日）静岡県・小笠山総合運動公園エコパスタジアム

男子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 順位 氏名 所属 記録

200m 2 川端　魁人 中京大クラブ 21.13

400m 3 鳥居　大隼 至学館大 48.21

5000m
1 井上　雄斗 志楽園福祉会 14:46.13

2 深谷　健斗 TPAC 14:50.56

110mH 2 田原　敬悟 立命館大 13.91

3000mSC 2 緒方　　航 I.A.R.C 9:43.16

5000mW 1 谷垣　大翔 中京大 20:57.24

4 × 100mR 1

香山　勇輝
小島　拓真
田邉　隼門
鈴木　大河

日本大 39.80  GR

4 × 400mR 2

阪野　颯音
鈴木　蒼生
高原　耀太
加藤　正清

至学館高 3:15.58

走高跳 3 道脇　大斗 OBU エニスポ 2.10

三段跳 3 稲田　大空 東海学園大 15.16

円盤投 1 湯上　剛輝 トヨタ自動車 55.78

ハンマー投 3 岩田　知大 筑波大 60.92

女子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 順位 氏名 所属 記録

100m 2 蔵重　みう 甲南大 11.90

200m
2 蔵重　みう 甲南大 24.54

3 倉橋　美穂 青山学院大 24.82

400m 2 吉田　紗弓 クレイン 55.17

800m 3 長谷川采花 中京大中京高 2:12.14

1500m 2 火山　　華 安城学園高 4:33.04

5000m
1 火山　　華 安城学園高 17:13.44

3 近江　衿香 TT ランナーズ 17:34.07

100mH

1 大松　由季 CDL 13.16  GR

2 木村　加乃 至学館大 13.94

3 安藤　愛未 至学館大 14.00

5000mW 2 松本　梨央 瑞陵高 24:57.63

4 × 100mR

1

神谷　朱里
佐藤　俐有
鈴木　咲葉
鈴木　虹葉

至学館高 46.24

2

宮田　愛結
三輪　琉姫
坂本　　茜
岡田　　翠

中京大中京高 46.57

4 × 400mR

1

小川　遥妃
佐竹　愛琉
嶋　　結菜
眞田　あこ

豊橋南高 3:50.84

3

溝口　岬希
渡邉　由夏
石川　紗衣
矢頭　幸鈴

東海学園大 3:52.86

走高跳

1 小島　　優 至学館大 1.68

2 渡邊　深友 愛知教育大 1.65

3 今浦　彩葉 中京大中京高 1.65

棒高跳 1 篠崎　稔里 至学館大 3.90

走幅跳 3 明星　　光 中京大 5.78

三段跳
1 小寺　波音 日本女子体育大 12.84

3 加藤　早紀 FOuR PRO 12.24

ハンマー投 2 平岩　志萌 筑波大 53.84

やり投 3 田中　友梨 志学館大 47.89

第44回愛知県ジュニアオリンピック陸上競技大会
2023年9月2日（土）パロマ瑞穂北陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）（PJH：愛知中学記録）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 鳥山　流生
11.10　豊川西部中

今村　琉翔
11.13　東山中

中山　来夢
11.31　二川中

1 年 100m 三好　悠介
12.06　ライオンハート

駒月　志成
12.15　豊川西部中

酒井颯太郎
12.21　大口中

2 年 100m 浮田　　兆
11.26　TSM

山本　翔太
11.30　古知野中

加藤　遼大
11.64　愛知つばさ TCA

145m 横山　蓮音
15.73　安城 JY

逵村　竜斗
15.80　JSC

今泉　成聖
15.94　小坂井中

1000m 髙須　泉希
2:38.69　鶴城中

柳沢　陸斗
2:39.77　高師台中

山本　悠晴
2:40.27　SETPROJECT

3000m 稲垣　諒也
8:58.43　矢作北中

河田　尚輝
9:13.89　瀬戸南山中

本間　翔希
9:21.52　六ツ美北中

110mH 権田　颯志
14.80　翔南中

宮上　　純
15.42　朝日丘中

谷口　壮太
15.53　吉田方中

走高跳 石川　大介
1.80　平坂中

矢野　春樹
1.80　武豊中

松浦　悠真
1.80　南城中

棒高跳 山本修太朗
3.80　古知野中

広瀬　瑛士
3.70　大府中

真島　達希
3.70　宮田中

走幅跳 中元　崇貴
6.79　長久手北中

加藤　煌大
6.26　西尾一色中

伊藤　健心
6.25　守山東中

三段跳 荻野　斗駿
13.14　岡崎城西高

角田　知優
13.09　岡崎城西高

大野純之介
12.10　汐路中

砲丸投 佐藤　美波
14.49　大口中

山口　暁士
13.61　大高中

杉本　翔哉
13.29　守山中
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円盤投 藤井　勇介
43.60 PJH 保見中

宮地　嵐俄
33.39　福岡中

藤原　敬大
32.84　東山中

ジャベリック
スロー

杉浦　丞眞
62.77　西尾東部中

前田　樹輝
61.95　御幸山中

小澤　咲公
53.40　守山東中

女子 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 佐藤　那有
12.21　田原東部中

高崎　生愛
12.44　稲沢 ACJ

田中　咲有
12.57　安城 JY

1 年 100m 阿部なの葉
13.30　田原東部中

伊藤　桜良
13.56　豊川南部中

間瀬　咲良
13.58　安城 JY

2 年 100m 八代　理衣
12.80　高橋中

榎本　実莉
12.95　豊橋東部中

樋口　紗都
13.15　浄水中

145m 布施　一葉
18.05　高豊中

竹内　沙葉
18.80　安城 JY

橋本　葉月
18.82　瀬戸南山中

1000m 伊藤　暖日
3:00.32　宮田中

宇野莉里杏
3:00.51　中京大中京高

江藤　杏奈
3:01.95　刈谷東中

3000m 渡邉　真瑚
10:14.38　YRC

伊藤　静花
10:27.10　守山中

本田　結彩
10:34.15　新香山中

100mYH 蜷川　真奈
14.96　成岩中

水野　心渚
15.14　TSM

矢嶋紗由菜
15.30　大須 AC

走高跳 夏目　純佳
1.60　矢作北中

間瀬　奏波
1.55　TSM 岡崎

太田多梨愛
1.50　港南中

棒高跳 杉澤　愛結
3.00　平坂中

小野江佑月
2.60　末野原中

沼野　七夏
2.40　古知野中

小島　亜友
2.40　前津中

走幅跳 赤川　恭音
5.45　中京大中京高

伊藤　里桜
5.25　大須 AC

廣瀬　実南
5.18　豊岡中

三段跳 大田　怜奈
10.51　守山東中

安江　渚冴
10.09　守山東中

塚本　愛実
10.07　はとり中

砲丸投 片桐　　舞
13.40　大高中

上出　舞華
12.50　TSM

近藤　羽留
11.93　滝ノ水中

円盤投 伏木　杏莉
34.12　東山中

紀國　佑香
30.72　TSM

河戸　咲希
25.96　守山東中

ジャベリック
スロー

原　　悠華
48.94　長久手北中

加藤　舞佳
43.67　猪高中

佐々木凜娃
41.03　三好高

第92回日本学生陸上競技対校選手権大会
2023年9月14日（木）～17日（日）埼玉県・熊谷スポーツ文化公園陸上競技場

男子 （本県 8 位入賞のみ）（NGR：大会新記録）

種目 順位 氏名 所属 記録

1500m 7 高嶋　荘太 環太平洋大 3:51.44

110mH 3 西　　徹朗 早稲田大 13.81

400mH 1 小川　大輝 東洋大 48.91

4 × 400mR

1 小川　大輝
 （1 走） 東洋大 3:04.08

NGR

5 富田　大智 
（2 走） 法政大 3:06.91

1000mW 8 鈴木　智大 名古屋大 43:42.41

走幅跳 4 梅谷　太紀 中京大 7.62

やり投 5 堤　洸太郎 筑波大 71.09

女子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

100m 1 藏重　みう 甲南大 11.76

200m 4 藏重　みう 甲南大 24.37

110mH 5 安藤　愛未 至学館大 13.52

3000mSC 8 服部　七子 同志社大 10:38.16

4 × 100mR

1 藏重　みう
 （1 走） 甲南大 44.72

5 倉橋　美穂
 （3 走） 青山学院大 45.55

三段跳 7 小寺　波音 日本女子体育大 12.62

七種競技
1 田中　友梨 至学館大 5391

8 酒井　響子 東京女子体育大 5038

日清食品カップ第39回全国小学生陸上競技交流大会
2023年9月17日（日）神奈川　日産スタジアム

男子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

6 年 100m 2 平岩　陸斗 刈谷 AC 12.08

女子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

5 年 100m 1 内藤　琴美 キムランニング 13.20

2023年度駅伝強化長距離競技会
2023年9月18日（月）豊川市陸上競技場

男子 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

愛知選手権
10000m

井上　優斗
31:01.02 志楽園福祉会

松本　結吐
31:51.87 岐阜協立大

辻　　陽介
32:02.08 岡崎高

中学・高校・一般
3000m

尾山　賢典
8:52.82  Runup

浮邉　直人
8:53.14  愛知高

市丸　健太
8:43.45  愛知高

高校・一般
5000m

阿部　紘也
14:38.20  中部大第一高

小林　晴琉
14:45.82  時習館高

内山　椋太
14:50.11  名経大高蔵高

女子 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

愛知選手権
10000m

近江　衿香
37:33.90 TTランナーズ

中学・高校・一般
3000m

平泉　心穂
9:48.51  中部大第一高

近江　衿香
10:13.69 TTランナーズ

渡邉　真瑚
10:14.58  YRC

第71回全日本実業団対抗陸上競技選手権大会
2023年9月22日（金）～24日（日）岐阜メモリアルセンター長良川競技場

男子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

1500m
1 野口　雄大 トーエネック 3:43.16

8 西方　大珠 愛三工業 3:47.11
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5000m

1 ジョセフ　カランジャ 愛知製鋼 13:27.31

3 マル　イマニエル トヨタ紡織 13:28.54

5 サイディムサイモン　ムシオ 中央発條 13:32.64

10000m 7 エバンス　ケイタニー トヨタ紡織 27:36.17

3000mSC
1 フィレモン　キプラガット 愛三工業 8:36.47

2 新家裕太郎 愛三工業 8:43.19

10000mW 5 諏方　元郁 愛知製鋼 41:04.49

4 × 100mR 7

岡田　崇平
若杉　俊佑
服部　辰也
山田　佑輔

小島プレス 41.22

円盤投 2 湯上　剛輝 トヨタ自動車 56.72

女子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

400m 3 吉田　紗弓 クレイン 54.74

1500m 8 逸見　亜優 豊田自動織機 4:15.62

100mH 1 大松　由季 サンドリヨン 12.97

10000mW 8 落合　早峰 ラフィネ 55:58.61

4 × 100mR

4

遠山　実希
新垣　舞桜
山口　朱音
菅沼　瑠璃

トヨタ自動車 49.88

5

齋藤　　結
中尾　優里
糟谷　友里
新木　詩乃

小島プレス 50.68

棒高跳 5 所　　杏子 ラフィネ 3.70

三段跳 4 加藤　早紀 フォープロ 12.45

令和５年度愛知県高等学校新人体育大会陸上競技大会
2023年9月23日（土）・24日（日）マルヤス岡崎龍北スタジアム

男子 （3 位入賞のみ）（GR：大会新）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 木林　悠翔
10.78　豊川

鈴木　颯人
10.79　愛産大三河

菱川　義史
10.82　豊橋東

200m 浅井　央真
22.08　瑞陵

鈴木　颯人
22.11　愛産大三河

木林　悠翔
22.23　豊川

400m 山科　樹輝
47.81　豊川

鈴木　蒼生
48.17　至学館

日髙　嘉恩
48.21 　三好

800m 宮下　颯汰
1:53.57　中京大中京

加納　駿翔
1:54.14　岡崎城西

鈴木　太智
1:54.26　中京大中京

1500m 水野　颯也
3:59.05　津島東

鈴木　太智
3:59.82　中京大中京

中濵　孝介
4:00.35　中京大中京

5000m 小林　晴琉
14:45.92　時習館

神田　悦士
14:50.32　豊川

髙松　桜太
14:55.28　名経大高蔵

110mH 杉浦　颯志
14.58　安城学園

西垣　俐玖
15.03　中京大中京

坂井　大一
15.38　至学館

400mH 杉浦　颯志
54.14　安城学園

小川　倖周
55.45　豊川

大辻　　樂
55.52　明和

3000mSC 安田　怜生
9:27.40　名古屋大谷

嶋岡　　希
9:27.65　豊川

冨田　曹真
9:31.81　愛知黎明

5000mW 杉山　快斗
25:23.04　千種

伊藤　青羽
25:24.52　松蔭

山田　隆成
25:25.46　松蔭

4×100mR

豊川
41.42

向井ビニシウス
木林　悠翔
森下　　蒼
巻口　周平

愛工大名電
　42.25

三井　隆正
蟹江　陽仁
野瀬　将矢
松岡　佑真

桜丘
42.29

寺田　淳珠
中村　瑛隆
足立光太郎
小林　直喜

4×400mR

中京大中京
3:19.34

川添　　蓮
西垣　俐玖
宮下　颯汰
髙井　佑太

豊川
3:20.95

髙垣　圭汰
森下　　蒼
水元　　空
山科　樹輝

桜丘
3:21.76

寺田　淳珠
足立光太郎
小林　直喜
鈴江　温大

走高跳 伊藤　望亜
1.99　誠信

森下　開陸
1.93　昭和

西村　　鑑
1.90　犬山

棒高跳 谷口　海斗
4.70　中京大中京

河合　凌弥
4.00　岡崎城西

杉田　孝介
3.80　江南

走幅跳 平林　駿登
6.99　安城東

齋藤　悠羽
6.95　豊橋南

宮本　恭伍
6.88　一宮

三段跳 中村　光希
15.05 GR 名城大附

上村　玲大
14.08　安城学園

荻野　斗駿
13.81　岡崎城西

砲丸投 鈴木　透也
12.91　中京大中京

奥田　壮志
12.72　名古屋大谷

今村　桂也
12.54　中京大中京

円盤投 井上　　稜
44.69  GR 熱田

岩瀬　一輝
44.54  GR 三好

白木　康介
42.46　修文学院

ハンマー
投

白木　康介
55.08　修文学院

生森　直希
53.02　名古屋大谷

平　　煌成
47.98　三好

やり投 有本　光希
54.11　修文学院

石原　颯星
53.67　三好

今村　桂也
52.60　中京大中京

総合の部 中京大中京 59.5 豊川　44 安城学園　33

トラックの部 豊川　44 中京大中京　36 安城学園　22

フィールドの部 中京大中京　23.5 三好　18 修文学院　16

女子 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

100m 岡田　　翠
12.11　中京大中京

津川　愛依
12.26　時習館

眞田　あこ
12.32　豊橋南

200m 眞田　あこ
25.38　豊橋南

岡田　　翠
25.49　中京大中京

津川　愛依
25.66　時習館

400m 森　　那帆
56.80　中京大中京

小川　心優
56.85　福祉大付

佐野　日香
57.34　中京大中京

800m 江藤　柚葉
2:17.40　中京大中京

林　　彩夢
2:17.89　岡崎城西

長谷川采花
2:17.97　中京大中京

1500m 火山　　華
4:39.70　安城学園

宇野莉里杏
4:40.54　中京大中京

都築優衣華
4:40.94　岡崎城西

3000m 林　　彩夢
9:54.74　岡崎城西

杉浦　華夏
10:00.73　岡崎城西

宇野莉里杏
10:10.48　中京大中京

100mH 三好　澄果
14.31　豊川

齋藤　里桜
14.35　豊川

髙塚　虹百
14.61　中京大中京

400mH 杉藤　　葵
1:02.31　中京大中京

小島　奈々
1:03.12　岡崎城西

野村　美結
1:04.17　中京大中京

5000mW 寺本　瑛美
24:14.75　旭丘

川原　愛夏
26:43.54　豊川

小高　胡春
26:43.61　瑞陵

4×100mR

中京大中京
46.80

宮田　愛結
山本　　遥
森　　那帆
坂本　　茜

時習館
47.76

髙津　采里
津川　愛依
橋本真結子
村松　杏音

豊橋南
47.79

羽田野景子
佐竹　愛琉
糟谷　朋葉
眞田　あこ

4×400mR

中京大中京
3:52.35

佐野　日香
江藤　柚葉
髙塚　虹百
森　　那帆

豊橋南
3:55.02

小川　遥妃
佐竹　愛琉
羽田野景子
眞田　あこ

至学館
3:59.18

神谷　朱里
堀　　朝香
谷口　花妃
佐藤　俐有
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走高跳 今浦　彩葉
1.61　中京大中京

鍵谷　優羽
1.61　中京大中京

井坂　優里
1.55　中京大中京

棒高跳 岡部　陽奈
3.10　岡崎

曽我　和花
3.00　中京大中京　

宮内　ゆら
2.60　豊川

椿野　初香
2.60　横須賀

走幅跳 水野文由里
5.65　中京大中京

糟谷　朋葉
5.33　豊橋南

近藤　　愛
5.23　岡崎北

三段跳 水軒　怜那
11.53　中京大中京

早川　侑里
11.48　愛知淑徳

仙石　華子
11.42　安城学園

砲丸投 平岩　里彩
11.87　至学館

木下みなみ
11.57　安城学園

安藤瑞七海
10.71　三好

円盤投 安藤瑞七海
41.12　三好

成田　沙穂
35.86　中京大中京

岩田明樺梨
35.83　至学館

ハンマー投 上出　聖華
42.30　名古屋大谷

岩木美夕愛
41.99　三好

向井　祐月
41.83　修文学院

やり投 成田　沙穂
43.55　中京大中京

平岩　里彩
至学館　43.18

佐々木凜娃
41.02　三好

総合の部 中京大中京　128 岡崎城西　36.5 豊橋南　32

トラックの部 中京大中京　78 岡崎城西　33 豊橋南　27

フィールドの部 中京大中京　50 三好　19 至学館　18

2023年第1回駅伝強化長距離競技会
2023年10月7日（土）パロマ瑞穂公園北陸上競技場

 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

男子
3000m

加藤　快都
8:56.27　名経大高蔵高

稲垣　諒也
8:59.01　矢作北中

髙田　遥生
8:59.56　中京大中京高

男子
5000m

菅﨑　大翔
14:39.01　科技高豊田

村山　悠斗
14:47.75　トヨタ SC

清水　文晶
14:49.72　TPAC

男子
10000m

塚本　亮
30:38.74　I.A.R.C

緒方　　航
31:11.22　I.A.R.C

高橋　佳
31:48.47　I.A.R.C

女子
3000m

林　　彩夢
9:45.11　岡崎城西高

平泉　心穂
9:47.20　中部大第一高

火山　　華
9:48.10　安城学園高

女子
5000m

原田　采奈
17:09.35　富士松 AC

松本　紗直
17:52.17　旭丘高　

坂本奈捺未
19:31.66　瑞陵高

2023年投てき競技会
2023年10月7日（土）パロマ瑞穂公園北陸上競技場

 （3 位入賞のみ）

種目 1 位 2 位 3 位

中学男子
砲丸投

岩渕聡一郎
8.19　AC 一宮 Junior

高校男子
砲丸投

兵藤　拓郎
15.23　名古屋大谷高

尾﨑　　涼
14.41　三好高

奥田　壮志
13.24　名古屋大谷高

高校男子
円盤投

井上　　稜
43.44　熱田高

岩瀬　一輝
39.49　三好高

渡邉　豪耶
38.26　惟信高

高校男子
ハンマー投

河本　雅崇
58.26　名古屋大谷高

皆川　朋輝
58.14　三好高

白木　康介
55.50　修文学院高

高校男子
やり投

岩坂レオン
55.18　名古屋大谷高

渡邉　晄成
52.75　熱田高

松野　　然
52.27　愛産大工高

高校女子
砲丸投

木下みなみ
11.68　安城学園高

坪井　藍加
9.49　山田高

谷田　　空
8.06　瀬戸西高

高校女子
円盤投

安藤瑞七海
40.41　三好高

津田　麗乃
31.30　瀬戸西高

花井　茉結
29.49　三好高

高校女子
ハンマー投

川本菜々香
50.92　三好高

佐々木安里
43.08　名古屋大谷高

上出　聖華
40.27　名古屋大谷高

高校女子
やり投

佐々木凜娃
37.68　三好高

下山　玲乃
37.36　中京大中京高

鈴木きょうこ
36.11　安城学園高

第107回日本陸上競技選手権リレー競技
2023年10月7日（土）・8日（日）東京・国立競技場

男子 （本県 8 位入賞のみ）（CR：大会新記録）

種目 順位 所属 氏名 記録

4 × 400mR

2 法政大 富田　大智 （3 走） 3:04.54  
CR

3 早稲田大 竹内　彰基 （4 走） 3:04.55  
CR

女子 （本県 8 位入賞のみ）

種目 順位 所属 氏名 記録

4 × 100mR

1 甲南大 藏重　みう（1 走） 44.82

5 青山学院大 倉橋　美穂 （3 走） 45.73

8 中京大
外園　愛梨 （1 走）
森下　愛梨 （2 走）
福本　萌菜 （4 走）

47.09

令和5年度愛知県高等学校定時制通信制秋季陸上競技大会
10月8日（日）物産フーズサイエンス1969知多スタジアム

男子 （1 位のみ）

種目 氏名 所属 記録

100m 吉川　遥和 飛鳥未来 11.85

200m 加藤　友基 科技刈谷 24.52

400m 髙山　　陽 科技刈谷 55.93

800m 渡邉　僚一 科技刈谷 2:13.96

1500m 濱口　靖人 科技刈谷 4:39.22

5000m 濱口　靖人 科技刈谷 17:54.86

400mH 金子　凌空 科技刈谷 1:04.34

3000mSC 上原　右大 科技刈谷 10:46.45

4 × 100mR

沼野　靖生
髙山　　陽
渡邉　夢音
松浦　　生

科技刈谷 48.77

4 × 400mR

岡　　　忍
上原　右大
渡邉　僚一
加藤　友基

科技刈谷 3:58.58

走高跳 山本　藍徠 豊橋昼 1.50

走幅跳 吉川　遥和 飛鳥未来 6.35

三段跳 松浦　　生 科技刈谷 11.59

砲丸投 吉田　将隆 熱田 10.95

円盤投 吉田　将隆 熱田 28.45

男子総合 科技刈谷 112

女子 （1 位のみ）

種目 氏名 所属 記録

100m 細野　乙芽 城北つばさ昼 14.31

200m 細野　乙芽 城北つばさ昼 30.40
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400m 田口　貴子 科技刈谷 1:10.36

800m 石黒　志歩 科技刈谷 2:48.90

3000m 田口　貴子 科技刈谷 12:55.73

100mH 今泉　花音 刈谷東昼 21.17

4 × 100mR

杉下　　凜
山根　彩葵
石黒　志歩
宮里　日菜

科技刈谷 59.98

走高跳 中森さくら 豊橋昼 1.20

走幅跳 糸数　　香 豊橋昼 4.25

砲丸投 宮里　日菜 科技刈谷 7.56

円盤投 カンポス杏奈 豊橋昼 20.84

女子総合 科技刈谷 79

第24回中部実業団陸上競技選手権大会
2023年10月7日（土）・8日（日）多治見市運動公園星ケ台競技場

男子 （本県 3 位入賞のみ）

種目 順位 氏名 所属 記録

200m 3 新城　健斗 トヨタ自動車 22.10

400m 2 松枝　久史 小島プレス 49.77

800m
2 木屋川内浩二 トヨタ自動車 1:57.13

3 日高　　徹 I.A.R.C 1:58.40

1500m 3 松原　栄一 I.A.R.C 3:59.28

5000m
1 上田　泰輔 三菱自動車岡崎 14:48.90

3 松原　栄一 I.A.R.C 14:54.20

10000m

1 マル　イマニエル トヨタ紡織 27:21.99

2 ジョセフ　カランジャ 愛知製鋼 27:22.20

3 コリル フェリックス トヨタ自動車 27:46.87

110mH 3 吉川　瑛亮 シンフォニアテクノロジー 14.61

400mH 2 岡戸　祐太 TFO 56.44

5000mW 1 寺島　智春 豊田自動織機 24:29.67

4 × 100mR

2

千田　勇司
渡邉圭一郎
山西　　練
家田　英幸

トヨタ自動車 41.72

3

宮長　拓希
塩澤　健太
道脇　大斗
長谷川勇飛

OBU エニスポ 44.05

走高跳
1 道脇　大斗 OBU エニスポ 2.00

3 牧村　尚磨 デンソー刈谷 1.90

走幅跳 3 渡邉圭一郎 トヨタ自動車 6.83

三段跳 3 坂本九十九 トヨタ自動車 13.88

円盤投
1 湯上　剛輝 トヨタ自動車 55.69

3 久保　博規 JFE チュービック 45.33

やり投 2 坂本　達哉 修文大学教 66.45

女子 （本県 3 位入賞のみ）（NGR：大会新記録）

種目 順位 氏名 所属 記録

100m
1 大松　由季 サンドリヨン 11.95

2 吉田　紗弓 クレイン 12.03

100mH 1 大松　由季 サンドリヨン 13.11 NGR

5000mW 1 高柳　百花 トヨタ自動車 30:47.19

4 × 100mR 2

遠山　実希
新垣　舞桜
山口　朱音
菅沼　瑠璃

トヨタ自動車 50.01

走高跳 3 中島　梨里 豊田自動織機 1.45

走幅跳
1 中尾　優里 小島プレス 5.49

2 菅沼　瑠璃 トヨタ自動車 5.17

三段跳 1 加藤　早紀 フォープロ 12.40

砲丸投 3 古川瑛利奈 豊田自動織機 8.37

円盤投 3 日高　千鶴 トヨタ自動車 38.20

やり投
2 三輪ダリヤ IWATA 35.18

3 平岩　万実 ＪＲ東海 34.41

第17回U18・第54回U16陸上競技大会
2023年10月20日（金）～22日（日）愛媛県総合運動公園陸上競技場

U18 男子 （8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

300m 2 浅井　央真 瑞陵高 33.76

800m
4 鈴木　太智 中京大中京高 1:53.29

6 水野　颯也 津島東高 1:53.74

300mH
3 鈴木　哉汰 名古屋大谷高 37.18

4 原　　壮輝 三好高 37.51

棒高跳 1 谷口　海斗 中京大中京高 5.02

三段跳 3 中村　光希 名城大附高 14.60

円盤投 6 岩瀬　一輝 三好高 42.08

ハンマー投
3 白木　康介 修文学院高 59.11

4 河本　雅崇 名古屋大谷高 58.45

U18 女子 （8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

100m 3 岡田　　翠 中京大中京高 11.99

800m 7 都築優衣華 岡崎城西高 2:19.09

1500m 8 林　　彩夢 岡崎城西高 4:32.31

3000mW 3 寺本　瑛美 旭丘高 13:51.23

走幅跳 6 水野文由里 中京大中京高 5.71

砲丸投 3 木下みなみ 安城学園高 12.18

円盤投 6 安藤瑞七海 三好高 38.21

やり投 3 平岩　里彩 至学館高 45.66

U16 男子 （8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

110mH 3 権田　颯志 岡崎翔南中 14.30

走幅跳 2 齋藤　悠羽 豊橋南高 6.91

円盤投 1 藤井　勇介 保見中 46.80

ジャベリック
スロー 8 杉浦　丞眞 西尾東部中 61.96

U16 女子 （8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

100m 1 佐藤　那有 田原東部中 12.04

円盤投 2 伏木　杏莉 安城東山中 34.90

ジャベリック
スロー 6 原　　悠華 長久手北中 44.61
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第66回東海陸上選手権
2023年10月28日（土）三重交通Gスポーツの杜伊勢陸上競技場

男子 （愛知県選手の上位 3 名）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

10000m

4 辻　　陽介 岡崎高 31:47.54

5 松本　結叶 岐阜協立大 31:51.94

10 佐藤　　佑 I.A.R.C 33:18.09

 愛知県選手権を兼ねる。なお、女子選手の参加はありま

せんでした。

59 号の競技会報告に不備がありましたので再掲します。

第39回U20日本陸上競技選手権大会
2023年6月1日（木）～4日（日）大阪・ヤンマースタジアム長居

男子 （本県 8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

200m 3 向井　悠太 中京大中京高 21.35

800m

1 盛　耕太朗 東海学園大 1:51.68

3 山田　直希 東海大 1:52.01

7 宮下　颯汰 中京大中京高 1:54.83

400mH
3 下田　隼人 豊川高 51.72

6 押田　周真 岡崎北高 53.49

走幅跳 4 森部　　諒 名城大附高 7.29

ハンマー投 5 神戸　良介 岐阜協立大 60.73

女子 （本県 8 位入賞のみ）

種　目 順　位 氏　名 所　属 記　録

100m 6 倉橋　美穂 青学大 12.08

200m
2 蔵重　みう 甲南大 23.96

5 倉橋　美穂 青学大 24.62

800m 1 平野　里歩 中京大中京高 2:09.34

1500m 8 吉田　莉帆 豊田自動織機 4:28.06

100mH 1 片山　心菜 中京大中京高 13.58

400mH

5 和佐田真広 中京大 1:00.13

6 中島　明香 中京大 1:00.43

8 夏目　紗彩 日本体育大 1:02.25

○ 8 月理事会　令和 5 年 8 月 10 日（木）

１．協議事項

　①　特別国民体育大会愛知県代表選手団（役員・選手）

　　の選考について

　②　その他

２．報告事項

　①　特別国民体育大会代表選手強化合宿について

　②　マラソンフェスティバル　ナゴヤ・愛知 2024 について

　③　第 76 回全国高等学校陸上競技対校選手権大会の成

　　績について

　④　第 50 回全日本中学生陸上競技選手権大会出場者に

　　ついて

　⑤　第 39 回全国小学生陸上競技交流大会出場者について

　⑥　各専門委員会より

　⑦　各地区陸上競技協会より

　⑧　各協力団体より

　⑨　その他

 （水野　隆夫）

おめでとうございます

　去る 10 月 14 日（土）「 燃ゆる感動　かごしま国体 」

におきまして令和 4 年度日本陸連「秩父宮章」授与式が行

われ、本県からは杉山裕二氏が受賞、表彰されました。

　 （水野　隆夫）

お く や み

　長年本県の陸上競技の発展のため、多大なるご尽力

をいただきましてありがとうございました。

　謹んでご冥福をお祈り申し上げます。 （敬称略） 

逝去者氏名 逝去年月 地区名

中村　　智 R5・10 名古屋

編　集　後　記

◇この夏、国際大会が続きました。◇来年は早くもパリオ

リンピックが開催されます。◇駅伝やロードレースが始ま

ります。選手の一層の活躍を祈念いたします。

赤尾　和雄　　大西　敏功　　小坂　　拓　　鈴木人呂信

竹前　正直　　茶谷　和彦　　新見　精三　　秦　　聖喜

兵藤　重二　　山下ゆかり


